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大阪医科薬科大学看護学教育カリキュラム評価 2021 年度 報告書 

巻頭言 

 

 

カリキュラム評価委員会は，3年目を迎えました．メンバーは，内部委員として看護学部教員 3

名，学務部 2 名，外部委員として医学部教員 1 名，他大学看護系教員 1 名，自治体に所属する専

門家 1名，学生委員として学年が異なる 2名の学生に委員を委嘱しています．看護学部教員 2名，

学務部 1 名，学生委員 2 名の交代がありました．複数年度で評価することによって，継続した評

価ができるため，評価基準は昨年度同様としました． 

2020年 1月から世界に感染拡大した新型コロナウイルス（COVID-19）は, パンデミックとなり, 

新型コロナウイルスの感染拡大がもたらす影響は, 個人個人の感染のリスクの問題から, 医療問

題や経済問題に発展しました．感染予防のため，3密（換気の悪い密室空間,多数が集まる密集場

所,間近で話をする密接場面）を避けるための生活行動が求められました．日本でも緊急事態宣言

が出されたことにより大学の講義は，オンライン講義となりました．そのような非常事態の混乱

の中で，新入生を迎え，IT 化の環境整備や時間割の変更，在校生の講義や演習，実習等が最大限

できる環境となるように教職員と学生が協力しあって過ごした１年であったように思います．こ

の状況を踏まえ，外部委員・学生委員の意見を受けて，今年度は COVID-19の影響による実習の工

夫（学外・学内実習も含む）や学習環境の調整について評価項目や根拠資料を追加しました．COVID-

19の影響による学習環境の調整については，大項目 2「環境」の中項目②「ICT の設備が整ってい

る」の小項目として「遠隔授業ができる環境が整っている」を追加しました．COVID-19の影響に

よる実習の工夫（学外・学内実習を含む）については，大項目 3「過程」の中項目①「カリキュラ

ムは計画通り実施されている」に追加しました．また，大項目にアドミッションポリシーの項目

を取り入れ，看護学部が求める人材を明確に示しました． 

カリキュラム評価委員会は，COVID-19の影響に伴い，ZOOMにて開催となりました．評価委員会

の前に，外部委員と学生委員から評価項目別にコメントをいただいており，内部委員がそれぞれ

のコメントに対して回答していく形で進めました．それぞれの委員が直接学生委員に意見を聴収

するなど活発な意見交換ができました．評価項目等多角的に意見がでたと考えています． 

2021 年度大阪医科大学は，大阪薬科大学と統合し大阪医科薬科大学になりました．看護学部，

医学部，薬学部と統合された医療系総合大学として，特徴あるカリキュラムの企画，運営，評価

がされていくと思われます．来年度は，外部委員の中に薬学部の先生にも入っていただき，さら

に研鑽をしていきたいと考えております． 

 

2022年 3月 

大阪医科薬科大学看護学部カリキュラム評価委員会 
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第 1 章 大阪医科薬科大学看護学教育カリキュラムの評価方法の策定 
 
1．大阪医科薬科大学のアセスメントポリシー（学修成果の把握に関する方針） 
本学の理念は，建学の精神及び学是（至誠仁術）に基づき，国際的視野に立った教育，研究或

いは良質な医療の実践をとおして，人間性豊かで創造性に富み人類の福祉と文化の発展に貢献す

る医療人の育成である（学則第 1 条）．また，本学の目的は，前述した理念に基づき，豊かな人間

性と国際的視野を備えた，1）人類共通の課題である健康の維持増進並びに疾病の予防と克服及び

苦痛の軽減に努める人材，2）変化する社会に対応し最新の知識と最良の技術を生涯学び続ける人

材，3）地域医療から世界に通じる研究開発にわたる領域で探求心を持って活躍する人材を育成す

ることである（学則第 2 条）． 
本学では，教育の成果を可視化し，教育改善を恒常的に実施する目的で，3 つのポリシーに即し

た評価指標に基づいて学生の学修成果を測定・評価している．評価は，学生の入学時から卒業ま

でを視野にいれ，教育課程レベル，科目レベルにおいて，多面的に行っている．本学では，アセ

スメントポリシーを踏まえた「教学マネジメント（大学がその教育目的を達成するために行う管

理運営）」を確立させ，不断の教育改善に取り組んでいるところである． 
以下に，機関レベル（大学レベル）および看護学部看護学科のアセスメントポリシーを示す． 
 

表 1．大阪医科薬科大学 機関レベル（大学レベル）のアセスメントポリシー 
 入学時 在学中 卒業時 
査定の観点 ・アドミッションポリシ

ーを満たす人材か 
・アドミッションポリシ

ーの妥当性 

・カリキュラムポリシ

ーに則った学修が進め

られているか 
・カリキュラムポリシ

ーの妥当性 
・アドミッションポリ

シーの妥当性 

・ディプロマポリシー（以

下，DP）を満たす人材にな

ったか 
・DP の妥当性 
・カリキュラムポリシー

の妥当性 
・アドミッションポリシ

ーの妥当性 
機関レベル 
（大学レベ

ル） 

・入学試験 
・入学時調査 
・入試制度評価 

・進級率，休学率，退学

率 
・学勢調査 
・正課外活動状況（短

期留学，クラブ，ボラン

ティア等） 
・ポートフォリオ 

［卒業時］ 
卒業時アンケート（学勢調

査） 
国家試験合格率（医・保・

助・看） 
研修先一覧（マッチング結

果：医学部） 
就職率／進学率（看護学部 
［卒業後］ 
卒業生アンケート 
卒業生就職先／勤務先へ

のアンケート 
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表 2．大阪医科薬科大学 看護学部看護学科のアセスメントポリシー 
 入学時 在学中 卒業時 
課程レベル 
（学部レベ

ル） 

・入学試験 
・入学時調査 
・入試制度評価 

・修得単位数 
・GPA  
・学勢調査（カリキュラ

ム評価・学修行動・DP 到

達度調査） 
・教員によるカリキュラ

ム評価 
・進級率，休学率，退学

率 
・保健師，助産師コース

希望者数 
・外部試験結果（国家試

験模試等） 
・正課外活動ポートフォ

リオ 
・入試制度別成績，態度    

・卒業要件：修得単位数，

卒業演習評価 
・資格取得：国家試験合

格率 
・GPA 
・休学率，退学率 
・就職率，進学率 
・学勢調査（カリキュラ

ム評価・学修行動・DP 到

達度調査） 
・卒業時到達目標の自己

評価     
・正課外活動ポートフォ

リオ 
・入試制度別成績，態度 

科目レベル ・各科目評価（講義・演

習・実習）  
・実習ポートフォリオ 
・授業評価（学生） 
・授業改善報告書（教員） 
・ピアレビュー報告書

（授業見学） 

・各科目成績（講義・演

習・実習） 

https://www.ompu.ac.jp/education/f_nursing/policy/assessment_policy.html 
2021 年 4 月 1 日現在 

 
2．看護学部カリキュラム評価委員会の目的と位置付け 
本委員会は，定期的な自己点検・評価の取組を踏まえた本学における自主的・自律的な質保証

への取組（内部質保証）のひとつとして 2019 年 4 月 1 日に設置された． 
本委員会の目的は，本学看護学教育カリキュラムについて継続的に評価することであり，委員

に複数の学外有識者も含め多角的に評価を行うことで，自己点検および評価活動に反映させ看護

学部教育水準の更なる向上を目指すものである． 
本委員会は，「課程レベル（学部レベル）の PDCA サイクルをモニタリングする」という位置

付けにある．PDCA サイクルとは，目標設定とその実現のためのプロセスを設計する Plan（企画・

立案），計画の実施とその効果を測定する Do（実施），結果を分析し評価する Check（評価），プ

ロセスの継続改善に必要な措置を行う Action（検証・改善）の 4 段階を繰り返すことによって，

継続的な改善を目指すマネジメントサイクルのひとつである．4 段階のステップとスパイラルを
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積み重ねるプロセスをモニタリングすることによって，より質の高い教育活動が可能となる． 
PDCA サイクルのモニタリングの継続により，①教育目標の達成状況を把握することができる，

②達成されていない教育目標についてその原因を探ることができる，③原因は把握から改善の道

筋を明確にすることができる，④改善がどこまで進んだかを追跡することができる． 
 本委員会の運営要領は資料 1，2021 年度委員名簿は資料 2 に示す． 
 
3．看護学教育カリキュラムの評価方法 
1）評価項目と評価基準 
本学看護学部看護学科のアセスメントポリシーおよび本委員会の目的・位置付けに基づき，評

価項目が設定された．評価項目は，大・中・小項目で構成され，大項目は①本学看護学部ディプ

ロマポリシー（学位授与の方針），②教育設備に関する環境，③過程，④成果，⑤アドミッション

ポリシー，⑥改善である．中項目は，大項目について 2～5 の項目，小項目は中項目をどのような

点で評価するかを示す項目である．評価するための根拠となる資料をそれぞれ明示した．なお，

評価項目で用いる「カリキュラム」とは，各科目および科目全体を指す． 
 評価基準は，A：十分に実施されている（ 解釈：PDCA がなされている），B：概ね実施されて

いる（解釈：一部実施にむけた検討がなされている），C：大幅な見直し，改善が必要（解釈：PDCA
がなされていない）である． 
評価項目および評価基準は，本学看護学部教授会ならびに本委員会で協議し，決定された．表

3 に示す． 
 
2）評価の方法 
 評価は，前年度に実施された本学看護学部看護学科の教育と教育をめぐる環境に関して，根拠

資料（資料 3-1～3-6）ごとに示された「P」・「D」・「C」・「A」の内容から，評価基準に沿って評

価し，コメントがある場合には記載がなされた．さらに，中項目ごとに総合評価が行われた．  
学外委員（第 2～4 号委員）および学生委員（第 6 号委員）は各々，評価し，学内委員（第 1 号

および第 5 号委員）は意見を集約し，評価を行った． 
 各委員による評価は，資料 4-1～4-6 のとおりである．この資料に基づき，本委員会で協議し，

評価結果をまとめた． 
 なお，2021 年度の委員会は 2 回開催し（第 1 回委員会：2021 年 9 月 29 日，第 2 回委員会：

2022 年 2 月 2 日），いずれも委員の過半数の出席があり定足数を満たしている． 
 
3）評価結果のフィードバック 
 本委員会の評価結果は，運営要領の第 5 条 4 に基づき，委員長が本学看護学部長に報告した．

また，本学看護学部教授会にて委員長は報告を行い，本学看護学部教職員と評価結果の共有がな

された． 
本委員会の全ての委員には報告書が送付された． 
さらに，評価結果を広く共有すべく，報告書は本学ホームページに掲載し，その旨は本学看護

学部学生に周知した． 
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表 3．大阪医科薬科大学看護学教育カリキュラム 課程レベル（学部レベル）の評価項目 

 

大項目 中項目 小項目 資料 評価 コメント

①生命の尊厳を守り、人権を尊重し、多様な文化を持つ
人々の生き方や価値観を尊重した行動をとることができる

科目ごとにDP①～⑤との対応が示されてい
る

②多面的かつグローバルな視点から看護に関する課題を探
求し、新しい知識や技術の創造に取り組むことができる

DP①～⑤の能力を有しているか学生が自己
評価している

③看護学に関する基本的な専門的知識と技術を身につけ、
個別の健康課題に対し、ライフステージや健康状態等を考
慮した看護を実践することができる

DP①～⑤の能力を有しているか外部指標を
用いて評価している

④地域社会における健康課題を把握し、多職種と連携し協
働する必要性と方法を理解して、多様な課題の解決に取り
組むことができる

⑤自らのキャリア形成を見据えて、向上心を持って自己研
鑽し続けることができる

学内に小グループで活動できる部屋がある

学内に看護実践のセルフトレーニングがで
きる部屋がある

学内に学生数のPCの台数がある

学内に文献検索、統計処理ができるPCがあ
る

学内のいずれも場所でも無料でインター
ネット（Wi-Fi）に接続できる

学生数に対して、常勤教員数が確保されて
いる

学生数に対して、臨地実習指導者数が確保
されている

学内に図書館がある

学生が自己学習できる部屋がある

学内に看護実践の基礎能力を身につける実
習室がある

学内にキャリア形成のための情報収集がで
きる部屋がある

GPA評価により学生の進捗状況を把握してい
る

教員によるカリキュラムの振り返りを行っ
ている

科目配置は基礎科目、専門基礎科目、専門
科目の順となっている

各科目を通してDP達成できるよう配置され
ている

学生による授業評価を行っている

FDを定期的に実施している

授業評価に対する改善報告書を学生に返答
している

教員間のピアレビューを実施している

臨地実習指導者に実習のフィードバックを
行っている

①カリキュラムの目標を達成している 看護技術経験表評価調査を実施・評価して
いる

卒業生就職先アンケートを実施・評価して
いる

ジェネリックスキルテストを実施・評価し
ている

③雇用者は卒業生の能力に満足している

①人間の健康と生活の営みに関心のある人を受け入れてい
る

AP①～⑥の基盤となる基礎学力と応用力が
示されている

②他者の気持ちや立場を理解し、思いやりをもって関わる
ことができる人を受け入れている

AP①～⑥にかかわる入学者選抜方法が示さ
れている

③看護学を学ぶうえで基盤となる基礎学力と応用力をもっ
ている人を受け入れている

AP①～⑥の状況について外部指標を用いて
評価している

④他者とコミュニケーションをとり協力して行動できる人
を受け入れている

⑤研究心をもち、自ら課題を見出して学ぶ意欲のある人を
受け入れている

⑥看護学を学び、地域社会及び国際社会に貢献したい人を
受け入れている

①学生、教職員が目標達成のための課題や問題点を知って
いる

学生と教職員が課題や問題点を共有する場
がある

②評価結果、前回の目標、社会状況などのデータや事実に
基づいて、連続性のある次のPlanがたてられている

共有した課題や問題点の改善策を示す場が
ある

評価　Ａ…十分に実施されている、Ｂ…概ね実施されている、Ｃ…大幅な見直し、改善が必要

６．改善 ・学科会議議事録
・3センター活動報告
・卒業生就職先アンケート調査
・学生からの要望に対する対応
学生・教員懇談会、意見箱の運用

３．過程 ①カリキュラム
＊
は計画通り実施されている

（
＊
各科目および科目全体を指す）

②科目の配列はDPを達成できる最善のものとなっている

③教授活動の質の保証を示す根拠がある

４．成果 ・各科目評価
・修得単位数
・卒業先評価
・卒業時到達目標の自己評価
・ジェネリックスキルテスト
・卒業生就職先アンケート実施
・看護技術経験表評価調査
・資格取得：国試合格率

②社会人基礎力を身につけている

・各科目評価
・修得単位数
・実習ポートフォリオ
・授業評価
・進級率、休学率、退学率
・保健師、助産師コース希望者数
・授業改善報告書
・ピアレビュー報告書
・授業評価
・教員・学生によるカリキュラム
評価
・カリキュラムマップ
・カリキュラムツリー
・看護学実習におけるCOVID-19対
策
・GPA（全体推移・単年GPA・個別
GPA）
・実習連絡協議会の報告資料

・求める人材像、大学入学までに
身に付けておくべき教科・科目等
・入学者選抜基本方針
・入学試験の志願者数と志願倍率
・入学時調査（新入生の出身校評
定）
・入試制度別の成績調査
・ジェネリックスキルテスト

2021年度カリキュラム評価委員会 学内WG課程レベル（学部レベル）のカリキュラム評価

５．アドミッションポ
リシー

１．ディプロマポリ
シー

・卒業演習評価
・GPA（累積GPA・単年GPA）
・休学率、退学率
・卒業時到達目標の自己評価
・資格取得：国試合格率
・進学率・就職率
・学勢調査
・正課外活動ポートフォリオ

２．環境 ・学内ICT状況（キャンパスマッ
プ、各階平面図）
・常勤教員数
・文部科学省調査「指定（認定）
学校概況」等報告書
・設備（ア）グループ演習室、
イ）セルフトレーニングルーム、
ウ）PC台数、エ）文献検索、統計
処理が可能なPC、オ）無料イン
ターネット（Wi-Fi）接続、カ）
図書館、キ）自学自習室、ク）実
習室、ケ）キャリアサポートルー
ム）

②ICTの設備が整っている

①アクティブラーニングを展開する学習環境が整っている

③カリキュラム
＊
を運用する体制が整っている

 （
＊
各科目および科目全体を指す）

④教育・実習に関する設備が整っている
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第 2 章 課程レベル（学部レベル）のカリキュラム評価の結果および総括 
 
1．課程レベル（学部レベル）のカリキュラム評価結果 

根拠資料一覧は資料 3-1～3-6 に示した．各委員より集約した評価およびコメントの一覧表は

資料 4-1～4-6 のとおりである．以下には大項目ごとに結果の概要を示す． 
1）大項目 1．ディプロマポリシー 
（1）PDCA サイクル 
 ・「GPA（累積 GPA・単年 GPA）」，「休学率，退学率」，「卒業時到達目標の自己評価」，「資格

取得：国試合格率」については，委員全員が A と評価していた． 
 ・その他の項目については，半数以上の委員が A と評価していた． 
・「正課外活動ポートフォリオ」については C の評価があり，回答率の低さが今後の検討課題

であることが指摘された． 
（2）総合評価 
 ・中項目「①生命の尊厳を守り，人権を尊重し，多様な文化を持つ人々の生き方や価値観を尊

重した行動をとることができる」，「③看護学に関する基本的な専門的知識と技術を身につ

け，個別の健康課題に対し，ライフステージや健康状態等を考慮した看護を実践することが

できる」，「⑤自らのキャリア形成を見据えて，向上心を持って自己研鑽し続けることができ

る」については，委員全員が A と評価していた． 
・中項目「④地域社会における健康課題を把握し，多職種と連携し協働する必要性と方法を理

解して，多様な課題の解決に取り組むことができる」については，半数以上の委員が A と

評価していた． 
・中項目「②多面的かつグローバルな視点から看護に関する課題を探求し，新しい知識や技術

の創造に取り組むことができる」については，半数以上の委員が B と評価していた． 
 
2）大項目 2．環境 
（1）PDCA サイクル 
 ・「文部科学省調査「指定（認定）学校概況」等報告書」については，委員全員が A と評価し

ていた． 
 ・その他の項目については，半数以上の委員が A と評価していた． 
（2）総合評価 
 ・中項目「①アクティブラーニングを展開する学習環境が整っている」については，委員全員

が A と評価していた． 
・その他の中項目については，半数以上の委員が A と評価していた． 

 
3）大項目 3．過程 
（1）PDCA サイクル 
 ・「実習ポートフォリオ」，「進級率，休学率，退学率」，「保健師，助産師コース希望者数」，

「授業改善報告書」，「授業評価」，「看護学実習における COVID-19 対策」，「GPA（全体推

移・単年 GPA・個別 GPA）」，「FD 実施状況」については，委員全員が A と評価していた． 
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 ・その他の項目については，半数以上の委員が A と評価していた． 
・「修得単位数」については，単位数の上限・卒業要件について記載されておらず C の評価が

あった． 
（2）総合評価 
 ・中項目「②科目の配列は DP を達成できる最善のものとなっている」については，委員全員

が A と評価していた． 
・その他の中項目については，半数以上の委員が A と評価していた． 

 
4）大項目 4．成果 
（1）PDCA サイクル 
 ・「各科目評価」，「修得単位数」，「卒業先評価」，「卒業時到達目標の自己評価」，「資格取得：

国試合格率」については，委員全員が A と評価していた． 
 ・その他の項目については，半数以上の委員が A と評価していた． 
（2）総合評価 
 ・すべての中項目について，委員全員が A と評価していた． 
 
5）大項目 5．アドミッションポリシー 
（1）PDCA サイクル 
 ・「求める人材像，大学入学までに身に付けておくべき教科・科目，入学者選抜基本方針，入

学試験の志願者数と志願倍率」，「入試制度別の成績調査」については，委員全員が A と評

価していた． 
 ・その他の項目については，半数以上の委員が A と評価していた． 
（2）総合評価 
 ・中項目「⑥看護学を学び，地域社会及び国際社会に貢献したい人を受け入れている」につい

ては，半数以上の委員が A と評価していた． 
・その他の中項目については，委員全員が A と評価していた． 

 
6）大項目 6．改善 
（1）PDCA サイクル 
 ・「卒業生就職先アンケート調査」については，委員全員が A と評価していた． 
 ・その他の項目については，半数以上の委員が A と評価していた． 
（2）総合評価 
 ・すべての中項目について，半数以上の委員が A と評価していた． 
 
2．本学部の強みおよび課題 
1）本学部の PDCA サイクルから評価した結果の強み 

外部委員，学生委員，内部委員ともに A と評価した中項目および評価は下記の通りであった． 
・大項目 1．ディプロマポリシー 

中項目①生命の尊厳を守り，人権を尊重し，多様な文化を持つ人々の生き方や価値観を尊重
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した行動をとることができる 
中項目③看護学に関する基本的な専門的知識と技術を身につけ，個別の健康課題に対し，ラ

イフステージや健康状態等を考慮した看護を実践することができる 
中項目⑤自らのキャリア形成を見据えて，向上心を持って自己研鑽し続けることができる 

・大項目 2．環境 
 中項目①アクティブラーニングを展開する学習環境が整っている 
・大項目 3．過程 
中項目②科目の配列は DP を達成できる最善のものとなっている 

・大項目 4．成果 
中項目①カリキュラムの目標を達成している 
中項目②社会人基礎力を身につけている 
中項目③雇用者は卒業生の能力に満足している 

・大項目 5．アドミッションポリシー 
 中項目①人間の健康と生活の営みに関心のある人を受け入れている 
中項目②他者の気持ちや立場を理解し，思いやりをもって関わることができる人を受け入れ

ている 
中項目③看護学を学ぶうえで基盤となる基礎学力と応用力をもっている人を受け入れている 
中項目④他者とコミュニケーションをとり協力して行動できる人を受け入れている 
中項目⑤研究心をもち，自ら課題を見出して学ぶ意欲のある人を受け入れている 
以上より，カリキュラムの運営について PDCA が回っており，常に振り返り，改善にむけて

動いていると評価できる．また，COVID-19 によるカリキュラム運営への影響があったが，対

応することができていたと評価できる． 
 
2）本学部の PDCA サイクルから評価した結果の課題 

外部委員，学生委員，内部委員の評価で乖離のあった項目と複数の委員が B と評価した項目

および課題は下記の通りであった． 
・大項目 1．DP 
 中項目②多面的かつグローバルな視点から看護に関する課題を探求し，新しい知識や技術

の創造に取り組むことができる 

・大項目 2．環境 

 中項目②ICT の設備が整っている 
・大項目 3．過程 
 中項目①カリキュラムは計画通り実施されている 
・大項目 6．改善 

   中項目②評価結果，前回の目標，社会状況などのデータや事実に基づいて，連続性のある

次の Plan がたてられている 

以上より，多面的かつグローバルな視点に対しては，国際交流の実施やさらなる土壌づくりの

推進によって，今後の改善を期待する．また，今後授業におけるオンライン化の推進に伴い，

学内 ICT 環境を引き続き整備することで，学生の学習環境を充実させることが求められる．そ
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して，評価を行い教職員は目標達成のための課題や問題点を共有することができている．しか

し，課題や問題点を解決するための具体策の検討が不十分であり，今後の課題である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―  8  ―



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 3 章 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

第 3 章 次年度に向けた課題 
 
今年度は，COVID-19 の影響による実習の工夫や遠隔授業への取り組みに関する改善点を踏まえ

運営を行った．その中で，昨年から引き続き取り組むべき課題および，次年度に向けてはコロナ

禍における運営について課題が示されたため以下に記す． 
 
1．昨年度より引き続き取り組む課題 

COVID-19 が与える影響について 
 

 COVID-19 を受けた各評価において，COVID-19 の影響を受けた段階ごとにその都度対応を

実施していることから，COVID-19 の影響を加味した評価を実施する事が望ましい．今後，教

育手法（オンデマンド化）が導入される等，教育環境の変化を迎えることも想定されるため，

その都度記録に記すことの必要性が確認された． 
 
2．今年度の新たな課題 

1）社会人としての資質・国際的視点について 
 
社会人としての資質・国際的視点に関して高めることが必要であると，課題として認識はさ

れているが，どのように改善するか具体的な対策が必要である．今年度 3 年目を迎えたジェネ

リックスキルテストの結果を活用するなどを具体的な対策として今後の検討課題としたい． 
 

2）年報とカリキュラム評価について 
 
  本学が作成する年報には，各センターや委員会組織が PDCA を報告している．カリキュラ

ム評価と年報を協働する事で，より具体的な評価方法となる事から年報への記載する事を継続

的に実施することが課題である． 
 

3) 学生への発信力について 
 
  学生委員より，大学側の教育環境改善への取り組みや工夫を学生に発信する事が，学生のア

ンケート回収率の増加につながるのでないか，との意見があった．また大学側も「学生ととも

に考える」ことを意識し，学生が積極的に意見を言える場を作っていく必要がある．「学生（あ

なた）の意見が大学を変える．」という大学側の思いや発信力，発信方法について今後の検討課

題としたい． 
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1 

大阪医科薬科大学 看護学部カリ キュ ラ ム 評価委員会運営要領 

 

（ 平成３ １ 年４ 月１ 日施行）  

 

（ 目 的）  

第１ 条 こ の運営要領は、大阪医科薬科大学学部長規則第２ 条に基づき 、大阪医科薬科大学

看護学部に、 大阪医科薬科大学看護学部カ リ キュ ラ ム 評価委員会（ 以下、「 委員会」 と い

う 。） を 置き 、 その必要な事項を 定める 。  

 

（ 設 置）  

第２ 条 大阪医科薬科大学の看護学教育カ リ キ ュ ラ ム について継続的な 評価を する ために

委員会を 置く 。 ま た、 学外有識者によ る 評価を 行い、 その意見を 自己点検・ 評価活動に反

映さ せ看護学部教育水準の更な る 向上を 図る も のと する 。  

 

（ 組 織）  

第３ 条 委員会は、 次の各号に掲げる 委員で組織する 。  

( 1)   看護学部教員３ 名 

( 2)   医学部教員１ 名 

( 3)   他大学看護系教員１ 名 

( 4)   自治体、 商工会議所、 企業等から の委員１ 名 

( 5)   看護学事務課１ 名 

( 6)   看護学部学生（ 第２ 学年生代表１ 名、 第４ 学年生代表１ 名）  

２  委員は、 学部長の推薦に基づき 、 看護学部教授会の議を 得て学部長が委嘱する 。  

 

（ 審議事項）  

第４ 条 委員会は、 次の各号に掲げる 事項を 審議する 。  

( 1)   看護学部の教育カ リ キ ュ ラ ム の評価に関する こ と 。  

( 2)   その他、 カ リ キ ュ ラ ム に関する こ と 。  

( 3)   その他、 学部長の諮問する 事項 

 

（ 委員長）  

第５ 条 委員会に委員長を 置く 。  

２  委員長は、 看護学部教員から の互選によ り 選出する 。  

３  委員長は、 委員会を 招集し 、 議長と なる 。  

４  委員長は、 委員会において 審議し た結果を 看護学部長に報告する も のと する 。  

 

（ 任 期）  

第６ 条 委員の任期は１ 年と し 、 再任を 妨げない。 ただし 、 看護学部学生委員の任期は１ 年

と する 。ま た、委員に欠員が生じ た 場合の補欠の委員の任期は、前任者の残任期間と する 。 

 

資料1． 運営要領
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2 

（ 会 議）  

第７ 条 委員会は、 原則と し て年に２ 回以上開催する 。  

２  委員会は、 委員の過半数の出席がなければ会議を 開く こ と はでき ない。  

３  委員長が必要と 認めた と き は、 委員以外の者の出席さ せる こ と ができ る 。  

 

（ 改 廃）  

第８ 条 こ の運営要領の改廃は、 委員会で発議し 、 看護学部教授会の議を 経て、 看護学部長

が行う 。  

 

附 則 

こ の運営要領は、 平成３ １ 年４ 月１ 日から 施行する 。  

 

附 則 

こ の改正は、 令和３ 年４ 月１ 日から 施行する 。  

 

12
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資料 2．2021 年度 大阪医科薬科大学看護学部カリキュラム評価委員会名簿 
 
任期期間：2021 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日 

役 職 所属 職位 氏名 第 3 条 組織の各号 
委員長 
 

看護学 
公衆衛生看護学領域 

教授 吉田 久美子 第 1 号：看護学部教員 

委員 看護学 
精神看護学領域 

准教授 瓜﨑 貴雄 第 1 号：看護学部教員 

委員 看護学 
母性看護学・助産学領域  

講師 近澤 幸 第 1 号：看護学部教員 

委員 医学教育センター 
 

専門教授 瀧谷 公隆 第 2 号：医学部教員 

委員 大阪府立大学 
大学院看護学研究科 

教授 細田 泰子 第 3 号：他大学看護系教員 

委員 高槻市こども未来部 
こども保健課  

主査 澤田 恵津子 第 4 号：自治体，商工会議

所，企業等からの委員 
委員 学務部 

看護学事務課 
課長 川端 由夏 第 5 号：看護学事務課 

委員 学務部 
看護学事務課 

事務員 北川 祐美 第 5 号：看護学事務課 

委員 看護学部 第 2 学年 
学生 

中野 佑香 第 6 号：看護学生第 2 学年

代表 
委員 看護学部 第 4 学年 

学生 
祝原 美玖 第 6 号：看護学生第 4 学年

代表 
※任期は 1 年 再任を妨げない 
※学生の任期は 1 年 毎年 4 月以降に総代の見直しがある 
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資
料
3
-
１
.
2
0
2
1
年
度
 
大
阪
医
科
薬
科
大
学
看
護
学
部
 
課
程
レ
ベ
ル
（
学
部
レ
ベ
ル
）
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
評
価

大大
項項

目目
  
１１

..
デデ

ィィ
ププ

ロロ
ママ

ポポ
リリ

シシ
ーー

Ａ
…
十
分
に
実
施
さ
れ
て
い
る

Ｂ
…
概
ね
実
施
さ
れ
て
い
る

Ｃ
…
大
幅
な
見
直
し
、
改
善
が
必
要

資
料

根
拠

資
料

の
公

開
有

無
根

拠
資

料
頁

P
頁

D
頁

C
頁

A
評評

価価
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
評評

価価
委委

員員
ココ

メメ
ンン

トト

・
卒
業

演
習

評
価

○
2
0
2
0
年

度
年

報
1
8

2
.
教
育
セ
ン
タ
ー
担
当
科
目
の
運
営

1
9
,
2
0

2
.
教
育
セ
ン
タ
ー
担
当
科
目
の
運
営
と
実

施 1
)
卒
業
演
習
に
関
す
る
こ
と

(
1
)
卒
業
演
習
の
発
表
会
の
運
営
・
実
施

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
状
況
に
応
じ

て
、
z
o
o
m
聴
講
、
領
域
内
対
面
実
施
か
ら

全
面
z
o
o
m
運
営
に
変
更
し
実
施
し
た
。
事

前
調
査
で
1
名
の
み
自
宅
通
信
環
境
の
関
係

上
、
自
宅
か
ら
の
z
o
o
m
参
加
が
で
き
な
い

た
め
来
学
し
会
場
に
て
発
表
を
行
っ
た
。

講
義
室
４
・
５
の
音
声
環
境
の
不
備
が
あ

り
、
初
日
の
み
一
部
急
遽
講
堂
へ
変
更
す

る
と
い
っ
た
対
応
を
お
こ
な
っ
た
。

(
2
)
卒
業
演
習
要
項
の
作
成
と
領
域
決
定

卒
業
演
習
要
項
を
作
成
し
、
卒
業
演
習
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
時
に
配
布
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
状
況
か
ら
学
内
で
の

領
域
決
定
が
困
難
と
な
る
こ
と
を
想
定

し
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
z
o
o
m
と
講

堂
(
対
面
)
で
行
い
、
事
前
に
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
接
続
確
認
を
行
っ
た
上
で
、
領

域
決
定
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。

1
9
,
2
0

2
.
教
育
セ
ン
タ
ー
担
当
科
目
の
運
営
と
実

施 1
)
卒
業
演
習
に
関
す
る
こ
と

(
1
)
卒
業
演
習
の
発
表

会
の
運
営
・
実
施

　
発
表
者
の
操
作
説
明
に
時
間
を
要
す
る

P
C
設
置
の
段
階
で
ス
ラ
イ
ド
投
影
不
可
、

カ
メ
ラ
機
能
の
不
備
等
が
あ
っ
た
が
、
い

ず
れ
も
開
始
ま
で
に
代
替
P
C
を
活
用
し
報

告
会
開
始
に
支
障
は
な
か
っ
た
。

(
2
)
卒
業
演
習
要
項
の

作
成
と
領
域
決
定

領
域
決
定
は
、
講
堂
で
行
い
、
3
名
の
欠
席

者
に
つ
い
て
は
教
員
が
代
理
で
領
域
決
定

作
業
を
行
っ
た
。
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

不
具
合
が
み
ら
れ
た
が
全
学
生
の
領
域
決

定
は
行
え
た
。

2
4

2
.
2
)
卒
業
演
習
の
授
業
評
価
の
実
施
を
す

る
必
要
が
あ
る
。

○
2
0
2
0
年

度
年

報
1
8

1
.
教
育
課
程
全
般
の
運
営

1
9

1
.
教
育
課
程
全
般
の
運
営

4
)
G
P
A
の
分
析
と
平
準
化

　
2
0
1
9
年
度
及
び
2
0
2
0
年
度
前
期
の
成
績

に
つ
い
て
I
R
室
に
分
析
を
依
頼
し
、
解
析

結
果
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ポ
リ
シ
ー
に
沿
っ

て
P
D
C
A
シ
ー
ト
に
ま
と
め
、
教
授
会
や
教

育
戦
略
会
議
で
共
有
し
た
。
科
目
間
の
評

価
の
平
準
化
を
め
ざ
し
、
I
R
室
と
連
携
を

し
て
各
学
年
の
G
P
A
や
各
科
目
の
箱
ひ
げ
図

を
作
成
し
、
教
授
会
で
共
有
し
た
。
ま

た
、
再
試
験
の
多
い
科
目
に
つ
い
て
科
目

責
任
者
に
振
り
返
り
を
依
頼
し
、
授
業
改

善
に
つ
な
げ
た
。

5
)
成
績
、
進
級
、
卒
業
判
定
と
成
績
不
良

者
へ
の
学
生
指
導

学
生
の
成
績
、
進
級
、
卒
業
判
定
は
各
要

件
に
基
づ
き
教
授
会
で
審
議
し
適
正
に

行
っ
た
。
ま
た
、
G
P
A
が
2
.
0
（
望
ま
し
い

水
準
）
未
満
の
学
生
に
対
し
、
チ
ュ
ー

タ
ー
教
員
等
に
よ
る
学
修
指
導
を
依
頼
・

実
施
し
、
取
り
組
み
に
よ
っ
て
学
生
の
改

善
が
み
ら
れ
た
か
評
価
し
た
。

2
3

1
.
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
事
項

1
)
 
教
育
課
程
全
般
に

関
す
る
こ
と

・
例
年
2
年
次
の
学
年

G
P
A
値
が
2
.
4
前
後
に

低
下
す
る
が
、
今
年
度
の
2
年
次
G
P
A
約
2
.
7

と
他
学
年
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
維
持
で
き

た
。
ま
た
、
2
年
次
の

G
P
A
2
.
0
未
満
の
学
生

が
少
な
く
な
り
、
成
績
の
平
準
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

2
4

2
.
G
P
A
2
～
0
未
満
の
学
生
へ
の
学
修
指
導
の

強
化
お
よ
び
G
P
A
の
分
析
と
平
準
化
の
促
進

○

2
0
2
1
年

度
　

大
阪

医
科

薬
科

大
学

看
護

学
部

 
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
い

た
2
0
2
0
年

度
デ

ー
タ

に
よ

る
ポ

リ
シ

ー
の

検
証

6
、
7

2
.
1
）
学
年
ご
と
の
単
年
G
P
A
分
布

2
.
2
）
2
0
1
9
年
度
と
2
0
2
0
年
度
の
G
P
A
比
較

6
,
7

2
0
2
0
年
度
G
P
A
の
状
況
が
表
で
、
2
0
2
0
年
度

学
年
別
の
単
年
G
P
A
分
布
が
図
で
、
2
0
1
9
年

度
と
2
0
2
0
年
度
の
G
P
A
分
布
の
比
較
が
図
で

示
さ
れ
て
い
る
。

6
,
7

こ
れ
ま
で
2
年
生
の
G
P
A
平
均
値
が
学
年
全

体
で
見
た
と
き
に
低
か
っ
た
が
、
徐
々
に

上
昇
し
て
き
て
お
り
、
他
の
学
年
と
同
様

の
G
P
A
平
均
値
に
近
づ

い
て
い
る
。
2
0
1
9
年

度
に
比
べ
て
1
・
3
年
生
の
G
P
A
平
均
値
は
ほ

ぼ
同
等
で
あ
る
が
、
2
・
4
年
生
の
G
P
A
平
均

値
が
上
昇
し
て
い
る
。

6

1
・
2
・
3
年
生
の
G
P
A
得
点
は
平
準
化
が
低

い
科
目
の
要
因
分
析
を
行
い
、
改
善
策
を

検
討
す
る
。
引
き
続
き
I
R
室
に
分
析
を
依

頼
し
、
学
期
ご
と
に
各
科
目
で
成
績
分
布

を
作
成
し
検
討
す
る
。
成
績
の
平
準
化
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

○
H
P
(
看

護
学

部
G
P
A
実

施
に

つ
い

て
）

（
2
0
2
0
年

度
看

護
学

部
学

年
ご

と
の

単
年

G
P
A
分

布
)

*
1
*
2

看
護
学
部
G
P
A
実
施
に
つ
い
て
説
明
し
、

2
0
2
0
年
度
の
看
護
学
部
　
学
年
ご
と
の
G
P
A

分
布
を
公
開
し
て
い
る

総
合
評
価

中
項

目
小
項
目

科
目
ご
と
に
D
P
①
～
⑤
と
の
対
応
が
示
さ
れ
て
い

る D
P
①
～
⑤
の
能
力
を
有
し
て
い
る
か
学
生
が
自
己

評
価
し
て
い
る

D
P
①
～
⑤
の
能
力
を
有
し
て
い
る
か
外
部
指
標
を

用
い
て
評
価
し
て
い
る

①
生
命

の
尊

厳
を

守
り

、
人

権
を

尊
重

し
、

多
様

な
文

化
を

持
つ

人
々

の
生

き
方

や
価

値
観

を
尊

重
し

た
行
動

を
と

る
こ

と
が

で
き

る

②
多
面

的
か

つ
グ

ロ
ー

バ
ル

な
視

点
か

ら
看

護
に

関
す

る
課

題
を

探
求

し
、

新
し

い
知

識
や

技
術

の
創

造
に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る

③
看
護

学
に

関
す

る
基

本
的

な
専

門
的

知
識

と
技

術
を

身
に

つ
け

、
個

別
の

健
康

課
題

に
対

し
、

ラ
イ

フ
ス
テ

ー
ジ

や
健

康
状

態
等

を
考

慮
し

た
看

護
を

実
践

す
る

こ
と

が
で

き
る

評
価

解
釈

P
D
C
A
が
な
さ
れ
て
い
る

一
部
実
施
に
向
け
た
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る

P
D
C
A
が
な
さ
れ
て
い
な
い

④
地
域

社
会

に
お

け
る

健
康

課
題

を
把

握
し

、
多

職
種

と
連

携
し

協
働

す
る

必
要

性
と

方
法

を
理

解
し

て
、
多

様
な

課
題

の
解

決
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

⑤
自
ら

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
を

見
据

え
て

、
向

上
心

を
持

っ
て

自
己

研
鑽

し
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

備備
考考

・
G
P
A
（

累
積

G
P
A
・

単
年

G
P
A
）
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資
料

根
拠
資
料
の

公
開
有
無

根
拠
資
料

頁
P

頁
D

頁
C

頁
A

評
価

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

評
価

委
員

コ
メ

ン
ト

○
大
阪

医
科
薬
科
大
学
看
護
学
部
 
ア
セ
ス

メ
ン

ト
・
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
い
た
2
0
2
0
年

度
デ

ー
タ
に
よ
る
ポ
リ
シ
ー
の
検
証

1
5

4
.
進
級
率
、
休
学
率
、
退
学
率

1
5

2
0
2
0
年
度
の
進
級
率

は
1
・
3
年
生
が

1
0
0
％
、
2
年
生
が
9
7
.
6
％
で
あ
り
、
休
学

率
と
退
学
率
は
と

も
に
0
.
5
7
％
で
あ
っ

た
。

1
6

進
級
率

は
高
水
準
を

維
持
し
て
い
る
が
、

退
学
者

は
2
0
1
8
・
2
0
1
9
年
度
と
比
較
し
て

若
干
減

少
し
て
い
る

。
1
5

留
年
者
、
退
学
者
の
要
因
分
析
デ

ー
タ
を

蓄
積
し
、
入
試
方
法
に
反
映
さ
せ

る
。

8
3
)
学
生
在
籍
数
に

退
学
者
数
が
明
記
さ
れ

て
い
る

2
5

そ
の
他
（
学
外
研
修
会
、
障
が

い
学
生
関

連
、
懲
戒
規
程
関
連
、
学
籍
移

動
、
学
生

生
活
ガ
イ
ド
修
正
、
大
阪
医
科

大
学
学
生

支
援
の
方
針
に
基
づ
く
点
検
評

価
）

2
8

1
4
.
5
）
学
籍
移
動
に

つ
い
て
：
学
籍
移
動

対
応
し
た
。

2
9

・
学
籍

移
動
に
つ
い

て
：
退
学
、
休
学
各

2
名
（

2
年
生
、
4
年
生
各
1
名
）
で
あ
っ
た

（
3
月

末
）
。
チ
ュ
ー
タ
ー
が
窓
口
に
な

り
、
関

係
諸
機
関
と

も
連
携
を
取
り
対
応

し
た
。

3
1

・
学
籍
移
動
に
つ
い
て
：
規
程
に

沿
っ
て

速
や
か
に
対
応
す
る
。

〇
H
P
(
看

護
学
部
看
護
学
科
の
各
種
数
値

デ
ー

タ
（
在
籍
者
数
等
）
)

*
3

H
P
に
「
看
護
学
部

看
護
学
科
　
在
籍
者

数
」
内
に
令
和
元

年
退
学
・
除
籍
者
数
・

中
退
率
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
（
2
0
2
0
年

度
の
記
載
な
し
）

×
2
0
2
0
年
度
教
授
会
議
事
録
：
公
開
資
料
な

し
（

学
内
教
職
員
の
み
閲
覧
可
能
）

休
学
・
退
学
し
た

学
生
に
関
し
て
教
授
会

で
共
有
さ
れ
て
い
る

・
卒
業
時

到
達
目
標
の
自
己
評
価

○
2
0
2
0
年
度
年
報

3
2

1
.
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ポ
リ
シ
ー
に

基
づ
い
た

学
修
成
果
の
把
握

2
)
 
デ
ィ
プ
ロ
ー
マ
ポ
リ
シ
ー
基

づ
く
卒

業
時
看
護
実
践
能
力
到
達
度
調

査
の
実
施

3
2

1
.
ア
セ
ス
メ
ン
ト

ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
い
た

学
修
成
果
の
把
握

2
)
 
D
P
に
基
づ
い
た

卒
業
時
看
護
実
践
能

力
到
達
度
調
査
の

実
施

全
学
生
を
対
象
に

調
査
を
実
施
し
、
報
告

書
を
ま
と
め
た
。

3
3

1
.
1
)
 
D
P
に
基
づ
い
た
卒
業
時
看
護
実
践

能
力
到

達
度
調
査
を

全
学
年
の
学
生
に

行
っ
た

こ
と
で
学
年

毎
の
学
修
成
果
の
把

握
が
で

き
、
次
年
度

か
ら
の
教
育
改
善
に

つ
な
げ

る
こ
と
が
で

き
る
。

3
3

1
.
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ポ
リ
シ
ー
に
基

づ
い
た

学
修
成
果
の
把
握
と
教
育
へ
の
活

用

*
4

H
P
内
に
看
護
学
部

（
旧
 
大
阪
医
科
大

学
）
 
看
護
師
・
保

健
師
・
助
産
師
国
家

試
験
　
合
格
率
推

移
が
記
載
さ
れ
て
い
る

*
5

H
P
内
に
国
家
試
験

対
策
支
援
と
し
て
国
家

試
験
対
策
支
援
委

員
会
の
活
動
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。

○
2
0
2
0
年
度
年
報

4
6

1
.
全
員
合
格
を
目
指
し
た
国
家

試
験
受
験

対
策
指
導
の
継
続

2
.
2
0
2
0
年
度
国
家
試
験
対
策
の

模
試
及
び

対
策
講
座
の
実
施

3
.
2
0
2
1
年
度
国
家
試
験
対
策
の

企
画
及
び

予
算
案
の
作
成

4
.
国
家
試
験
対
策
活
動
の
保
護

者
へ
の
周

知 5
.
模
試
成
績
不
良
者
の
対
策
：

講
座
へ
の

出
席
率
を
向
上
さ
せ
る
方
策
の

検
討
、

チ
ュ
ー
タ
ー
と
の
情
報
共
有
及

び
さ
ら
な

る
協
働
方
法
の
検
討

6
.
国
家
試
験
対
策
（
模
試
お
よ

び
対
策
講

座
）
の
評
価

4
6
-
4
9

2
)
～
9
)
。
模
試
と
対

策
講
座
、
国
試
対
策

関
連
の
図
書
購
入

、
チ
ュ
ー
タ
ー
と
の
情

報
共
有
、
看
護
師

国
試
対
策
勉
強
会
、
保

健
師
・
助
産
師
国

試
対
策
、
自
己
採
点

会
、
学
生
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト

4
9

1
.
1
）

第
1
1
0
回
看
護

師
国
家
試
験
は
受
験

生
8
7
名

中
8
6
名
が
合

格
し
た
（
全
国
平
均

9
0
.
4
％

）
。
第
1
0
7
回
保
健
師
国
家
試
験

は
受
験

生
3
7
名
が
全

員
合
格
し
た
（
全
国

平
均
9
4
.
3
％
）
。
第

1
0
4
回
助
産
師
国
家

試
験
は

受
験
生
7
名
が
全
員
合
格
し
た

（
全
国

平
均
9
9
.
6
％

）
。

2
）
W
e
b
を
活
用
し
た

情
報
提
供
、
学
習
支

援
は
有

効
で
あ
っ
た

。
2
.
1
）

模
擬
試
験
は
緊
張
感
の
中
で
受
験

す
る
練

習
の
た
め
対

面
形
式
の
機
会
を
何

度
か
設

け
る
。

4
9

1
.
こ
れ
ま
で
模
試
と
対
策
講
座
に

つ
い
て

は
特
定
の
業
者
を
中
心
と
し
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で
き
た
が
、
学

生
に

と
っ
て
勉
強
し
や
す
い
方
法
や
媒

体
を
少

し
で
も
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、

W
e
b
上
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
等

の
利
用

な
ど
、
多
角
的
に
検
討
し
て
い
く

こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

2
.
不
合
格
者
へ
の
継
続
し
た
具
体

的
な
支

援
方
法
を
決
定
す
る
。

○
H
P
(
就

職
支
援
)

*
6

H
P
内
に
就
職
情
報

、
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
、
就
職
に

関
す
る
各
種
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
、
就
職
・

進
路
状
況
、
主
な
就
職

先
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。

卒
業
生

8
7
名
中
就
職
者
8
2
名

（
9
4
.
3
%
）
、
進
学
者

5
名
（
5
.
7
%
）
で

あ
っ
た

。

○
2
0
2
0
年
度
年
報

4
4

1
.
学
生
に
対
す
る
就
職
情
報
提

供
2
.
学
生
の
就
職
活
動
力
強
化
の

た
め
の
サ

ポ
ー
ト

3
.
就
職
活
動
及
び
内
定
状
況
の

把
握

4
.
卒
業
生
か
ら
の
情
報
提
供
の

充
実
を
は

か
る

5
.
卒
業
生
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査

6
.
H
P
の
更
新

4
4

1
.
就
職
活
動
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
の
情
報
や

看
護
職
員
募
集
情

報
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
を
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
ル
ー
ム
内
外
に

設
置
し
、
ポ
ス
タ

ー
は
掲
示
し
た
。
ユ
ニ

パ
で
情
報
発
信
を

行
っ
た
。

2
.
学
生
の
就
職
活

動
力
の
支
援
と
し
て
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
3
回
実
施
し
た
。

3
.
就
職
活
動
及
び

内
定
状
況
の
把
握
は
就

業
調
査
票
に
て
行

い
、
2
0
2
1
年
2
月
に
卒

業
年
次
生
全
員
の

進
路
が
決
定
し
た
こ
と

を
確
認
し
、
学
部

教
授
会
で
報
告
し
た
。

4
.
履
歴
書
添
削
セ

ミ
ナ
ー
を
Z
O
O
M
で
開
催

5
.
卒
業
生
・
施
設

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
合
同

実
施
の
教
育
セ
ン

タ
ー
と
検
討
し
毎
年
、

継
続
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。

6
.
H
P
は
今
年
度
の
就

職
先
情
報
と
し
て
更

新
す
る
こ
と
と
し

た
。

4
4
,
4
5

情
報
提

供
と
し
て
は
掲
示
板
、
ユ
ニ
パ
、

サ
ポ
ー

ト
ル
ー
ム
の
資
料
が
役
立
っ
た
と

い
う
回

答
は
5
0
-
7
0
％

と
あ
っ
た
の
で
必

要
性
が

高
い
。

学
生
の

参
加
率
約
9
5
％
、
満
足
度
約
7
0
％

と
共
に

高
く
、
一
定
の
効
果
が
あ
り
学
生

の
ニ
ー

ズ
に
適
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

履
歴
書

添
削
セ
ミ
ナ
ー
の
履
歴
添
削
は
意

見
交
換

が
活
発
で
あ
っ
た
。
今
後
も
継
続

の
方
向

で
検
討
し
た
い
。
就
職
活
動
及
び

就
業
調

査
票
は
、
ユ
ニ
パ
で
の
提
出
に
変

更
し
9
0
％
以
上
の
回
収
率
を
得
、
集
計
作

業
の
簡

便
化
に
も
つ
な
が
り
、
後
輩
へ
の

情
報
提

供
の
迅
速
化
を
は
か
る
こ
と
が
で

き
る
。

卒
業
生

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

よ
り
、

施
設
側
、
学
生
と
も
生
命
の
尊
重

や
向
上

心
は
優
れ
て
い
る
点
が
高
評
価
で

あ
っ
た

。

4
5

1
.
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
内
容
を
精
選

し
時
間

短
縮
を
計
る
こ
と
、
時
期
も
タ
イ

ム
リ
ー

に
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

2
.
就
職
活
動
及
び
就
業
調
査
票
は

、
ユ
ニ

パ
で
の
提
出
を
継
続
し
、
集
計
作

業
の
簡

便
化
、
後
輩
へ
の
情
報
提
供
の
迅

速
化
を

は
か
る
。

3
.
感
染
症
対
策
で
、
次
年
度
の
採

用
試
験

が
延
期
と
な
っ
て
い
る
施
設
が
多

い
た

め
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
学
生
へ
の
情

報
提

供
、
個
別
相
談
等
の
支
援
が
必
要

と
考
え

ら
れ
る
。

4
.
卒
業
生
、
施
設
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト

結
果
か
ら
社
会
人
と
し
て
の
資
質

、
国
際

的
な
視
点
に
関
し
て
高
め
る
こ
と

が
課
題

で
あ
る
。

備
考

○
2
0
2
0
年
度
年
報

・
休
学
率

、
退
学
率

・
資
格
取

得
：
国
試
合
格
率

休
学
者
、
退
学
者
は
教
授
会
で
随

時
、
報
告
さ
れ
て
い
る
。
教
員
間

で
も
共
有
さ
れ
て
い
る
。

・
進
学
率

・
就
職
率

○
H
P
(
看

護
師
・
保
健
師
・
助
産
師
国
家
試

験
)

(
国
家

試
験
対
策
支
援
)
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資
料

根
拠
資
料
の

公
開
有
無

根
拠
資
料

頁
P

頁
D

頁
C

頁
A

評
価

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

評
価

委
員

コ
メ

ン
ト

○
H
P
(
2
0
2
0
年
度
 
学
勢
調
査
)

*
7

学
修
実
態
に
つ
い

て
の
調
査
結
果
が
公
開

さ
れ
て
い
る
。

○
2
0
2
0
年
度
年
報

2
5

3
.
（
学
勢
調
査
）
医
学
部
看
護

学
部
合
同

の
調
査
内
容
の
見
直
し
、
実
施

2
6

3
.
（
学
勢
調
査
）

医
学
部
看
護
学
部
合
同

の
調
査
内
容
の
見

直
し
、
実
施

・
調
査
内
容
の
見

直
し
、
実
施
し
た
。

2
8

1
.
3
）

 
（
学
勢
調
査

）
医
学
部
看
護
学
部

合
同
の

調
査
内
容
の

見
直
し
、
実
施

・
1
-
4
年
の
回
収
率
は
9
6
-
9
9
％
と
高
率
で

あ
っ
た

。

3
0

2
.
3
）
 
（
学
勢
調
査
）
医
学
部
看

護
学
部

合
同
の
調
査
内
容
の
見
直
し
、
実

施
・
医
学
部
は
W
e
b
入
力
で
あ
っ
た

。
看
護

学
部
も
次
年
度
W
e
b
入
力
で
実
施
で

き
る

よ
う
準
備
す
る
。

○
学
勢

調
査
報
告
書

4
7
-

9
2

学
勢
調
査
の
結
果

が
、
報
告
書
に
掲
載
さ

れ
て
い
る

4
7
-

9
2

学
勢
調

査
の
結
果
に

つ
い
て
の
評
価
が
、

報
告
書

に
掲
載
さ
れ

て
い
る

・
正
課
外

活
動
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

○
2
0
2
0
年
度
年
報

2
5

1
1
.
正
課
外
活
動
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
の
充

実
2
7

1
1
.
正
課
外
活
動
ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
充

実 前
期
、
後
期
に
同

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
へ
の

入
力
を
学
生
に
ア

ナ
ウ
ン
ス
し
た
。
今
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
る
ク
ラ
ブ
活
動

な
ど
の
自
粛
に
よ
り
、

学
生
が
例
年
の
よ

う
に
正
課
外
活
動
を
で

き
な
い
状
況
に
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

の
内
容
評
価
が
困
難
で

あ
る
た
め
、
次
年

度
に
行
う
こ
と
と
し

た
。

2
9

1
.
1
1
）

 
正
課
外
活
動
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

の
充
実

・
合
計

2
2
9
名
の
入
力
が
あ
っ
た
。
内
訳

は
、
1
年
生
2
9
名
（
1
2
.
7
%
）
、
2
年
生
7
6

名
(
3
3
.
2
%
)
、
3
年
生

7
8
名
(
3
4
.
1
%
)
、
4
年

生
4
6
名

(
2
0
.
1
%
)
で
あ
っ
た
。

3
1

2
.
1
0
）
 
正
課
外
活
動
ポ
ー
ト
フ

ォ
リ
オ

の
充
実

・
引
き
続
き
、
学
生
全
員
が
入
力

で
き
る

よ
う
は
た
ら
き
か
け
る
。

注
）
「
2
0
2
0
年
度
年
報
」
は
「
大
阪
医
科
大
学

看
護
学
部
・
大
阪
医
科
大
学
大
学
院
看

護
学
研
究
科
 
年
報
 
2
0
2
0
年
度
」
を
指

す

H
P
資
料
：

H
P
内
の
U
R
L

*
1
 
 
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
o
m
p
u
.
a
c
.
j
p
/
e
d
u
c
a
t
i
o
n
/
f
_
n
u
r
s
i
n
g
/
o
u
t
c
o
m
e
s
/
g
p
a
.
h
t
m
l
　

*
2
 
 
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
o
m
p
u
.
a
c
.
j
p
/
e
d
u
c
a
t
i
o
n
/
f
_
n
u
r
s
i
n
g
/
o
u
t
c
o
m
e
s
/
g
p
a
2
0
2
0
.
h
t
m
l

*
3
 
 
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
o
m
p
u
.
a
c
.
j
p
/
e
d
u
c
a
t
i
o
n
/
f
_
n
u
r
s
i
n
g
/
d
a
t
a
.
h
t
m
l

*
4
 
 
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
o
m
p
u
.
a
c
.
j
p
/
e
d
u
c
a
t
i
o
n
/
f
_
n
u
r
s
i
n
g
/
e
x
a
m
.
h
t
m
l

*
5
 
 
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
o
m
p
u
.
a
c
.
j
p
/
e
d
u
c
a
t
i
o
n
/
f
_
n
u
r
s
i
n
g
/
c
u
r
r
i
c
u
l
u
m
/
e
x
a
m
i
n
a
t
i
o
n
.
h
t
m
l

*
6
 
 
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
o
m
p
u
.
a
c
.
j
p
/
c
a
m
p
u
s
l
i
f
e
/
n
u
r
s
i
n
g
/
s
u
p
p
o
r
t
.
h
t
m
l

*
7
 
 
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
o
m
p
u
.
a
c
.
j
p
/
c
a
m
p
u
s
l
i
f
e
/
c
o
m
m
o
n
/
s
u
r
v
e
y
/
2
0
2
0
.
h
t
m
l

備
考

・
学
勢
調

査

2
0
2
2
年
1
月
頃
に
、
看
護
学
部
の
回

答
状
況
、
キ
ャ
ン
パ
ス
生
活
に
関

す
る
こ
と
、
キ
ャ
ン
パ
ス
外
の
生

活
に
関
す
る
こ
と
、
大
学
生
活
全

般
に
関
す
る
こ
と
、
卒
業
後
の
進

路
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
調

査
結
果
を
掲
載
予
定
で
あ
る
。
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資
料

3
-
2
．

2
0
2
1
年

度
 
大

阪
医

科
薬

科
大
学

看
護

学
部

 
課

程
レ

ベ
ル

（
学

部
レ

ベ
ル

）
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

評
価

大
項

目
 
２

．
環

境

Ａ
…

十
分

に
整

備
さ

れ
て

い
る

Ｂ
…

概
ね

整
備

さ
れ

て
い

る

Ｃ
…

大
幅

な
見

直
し

、
改

善
が

必
要

資
料

根
拠

資
料

の
公

開
有

無
根

拠
資

料
頁

P
頁

D
頁

C
頁

A
評

価
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
評

価
委

員
コ

メ
ン

ト

○
看

護
学

部
学

生
生

活
ガ

イ
ド

2
0
2
0
年

度
2
3

キ
ャ

ン
パ

ス
マ

ッ
プ

（
構

内
建

物
案

内
図

）
で

本
館

・
図

書
館

棟
な

ど
の

場
所

が
明

記
さ

れ
て

い
る

。
W
i
-
F
i
環

境
の

利
用

に
つ

い
て

も
明

記
さ

れ
て

い
る

。

*
8

同
上

*
9

【
看

護
学

部
生

対
象

】
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

開
始

に
伴

う
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン

の
貸

出
に

つ
い

て
案

内
し

て
い

る
。

○
看

護
学

事
務

課
よ

り
教

員
向

け
周

知
資

料
-

講
堂

・
講

義
室

1
・

講
義

室
3
に

教
卓

P
C
を

新
設

し
た

こ
と

が
明

記
さ

れ
て

い
る

。

×

各
階

平
面

図
：

公
開

資
料

な
し

（
2
0
1
6
年

度
ま

で
は

公
開

し
て

い
た

が
防

犯
上

等
の

理
由

に
よ

り
現

在
は

非
公

開
。

構
内

の
各

階
に

掲
示

あ
り

）

-
情

報
処

理
室

の
場

所
が

明
記

さ
れ

て
い

る
。

○

教
育

セ
ン

タ
ー

「
オ

ン
ラ

イ
ン

班
」

資
料

：
①

学
生

・
教

員
（

常
勤

・
非

常
勤

）
に

対
す

る
m
o
o
d
l
e
、

Z
o
o
m
に

関
す

る
操

作
説

明
資

料
、

②
F
D
「

遠
隔

授
業

の
た

め
の

研
修

会
」

（
常

勤
・

非
常

勤
教

員
対

象
、

2
0
2
0
年

4
月

開
催

、
教

育
セ

ン
タ

ー
主

催
）

※
格

納
場

所
：

教
育

セ
ン

タ
ー

→
3
0
.
オ

ン
ラ

イ
ン

班
資

料

○

2
0
2
0
年

度
前

期
授

業
評

価
（

オ
ン

ラ
イ

ン
講

義
に

関
す

る
学

生
の

意
見

の
と

り
ま

と
め

）
※

格
納

場
所

：
教

育
セ

ン
タ

ー
→

2
3
．

授
業

評
価

→
2
0
2
0

-
学

年
別

に
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

に
関

す
る

意
見

に
つ

い
て

授
業

評
価

を
行

っ
た

。

×

遠
隔

授
業

活
用

推
進

事
業

情
報

機
器

整
備

実
績

報
告

書
：

2
0
2
0
年

度
3
月

に
文

科
省

へ
提

出
の

た
め

公
開

資
料

な
し

（
看

護
学

事
務

課
が

保
管

し
て

い
る

）

遠
隔

授
業

機
器

が
整

備
さ

れ
た

こ
と

が
明

記
さ

れ
て

い
る

。

・
常

勤
教

員
数

○
2
0
2
0
年

度
年

報
4
-
5

教
員

構
成

及
び

教
員

数
、

非
常

勤
教

員
や

実
習

補
助

員
の

採
用

に
つ

い
て

明
記

さ
れ

て
い

る
。

・
文

部
科

学
省

調
査

「
指

定
（

認
定

）
学

校
概

況
」

等
報

告
書

×
毎

年
5
月

に
文

部
科

学
省

へ
提

出
：

公
開

資
料

な
し

（
看

護
学

事
務

課
が

保
管

し
て

い
る

）

実
習

施
設

に
お

け
る

実
習

指
導

者
数

は
、

報
告

6
：

実
習

施
設

等
の

概
要

に
明

記
さ

れ
て

い
る

。

備
考

P
D
C
A
が

な
さ

れ
て

い
な

い

③
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
＊
を

運
用

す
る

体
制

が
整

っ
て

い
る

（
＊
各

科
目

お
よ

び
科

目
全

体
を

指
す

）

②
I
C
T
の

設
備

が
整

っ
て

い
る

学
内

に
学

生
数

の
P
C
の

台
数

が
あ

る

学
内

に
文

献
検

索
、

統
計

処
理

が
で

き
る

P
C
が

あ
る 遠

隔
授

業
が

で
き

る
環

境
が

整
っ

て
い

る

学
生

数
に

対
し

て
、

常
勤

教
員

数
が

確
保

さ
れ

て
い

る

学
生

数
に

対
し

て
、

臨
地

実
習

指
導

者
数

が
確

保
さ

れ
て

い
る

解
釈

P
D
C
A
が

な
さ

れ
て

い
る

一
部

実
施

に
向

け
た

検
討

が
な

さ
れ

て
い

る

小
項

目

学
内

に
小

グ
ル

ー
プ

で
活

動
で

き
る

部
屋

が
あ

る

学
内

に
看

護
実

践
の

セ
ル

フ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
が

で
き

る
部

屋
が

あ
る

評
価

学
内

に
図

書
館

が
あ

る

学
生

が
自

己
学

習
で

き
る

部
屋

が
あ

る

学
内

に
看

護
実

践
の

基
礎

能
力

を
身

に
つ

け
る

実
習

室
が

あ
る

学
内

に
キ

ャ
リ

ア
形

成
の

た
め

の
情

報
収

集
が

で
き

る
部

屋
が

あ
る

総
合

評
価

学
内

の
い

ず
れ

も
場

所
で

も
無

料
で

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
（

W
i
-
F
i
）

に
接

続
で

き
る

中
項

目

①
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

展
開

す
る

学
習

環
境

が
整

っ
て

い
る

④
教

育
・

実
習

に
関

す
る

設
備

が
整

っ
て

い
る

H
P

○

・
学

内
I
C
T
状

況
（

キ
ャ

ン
パ

ス
マ

ッ
プ

、
各

階
平

面
図

）
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資
料

根
拠

資
料

の
公

開
有

無
根

拠
資

料
頁

P
頁

D
頁

C
頁

A
評

価
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
評

価
委

員
コ

メ
ン

ト

○
2
0
2
0
年

度
学

勢
調

査
報

告
書

5
2
-

6
3

4
.
学

内
施

設
の

利
用

頻
度

と
満

足
度

と
し

て
以

下
の

項
目

が
明

記
さ

れ
、

公
開

さ
れ

て
い

る
。

①
図

書
館

②
演

習
室

・
自

習
室

③
1
階

学
生

ホ
ー

ル
④

3
階

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

⑤
講

義
室

1
.
2
.
4
.
5

⑥
講

義
室

3
⑦

情
報

処
理

室
⑧

セ
ル

フ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

⑨
地

下
食

堂
⑩

保
健

管
理

室
⑪

看
護

学
事

務
課

⑫
ク

ラ
ブ

部
室

5
2
-
6
3
学

内
施

設
の

利
用

頻
度

と
満

足
度

に
つ

い
て

の
評

価
が

、
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

。

○
看

護
学

部
学

生
生

活
ガ

イ
ド

2
0
2
0
年

度
9
-
1
2

ア
）

グ
ル

ー
プ

演
習

室
イ

）
セ

ル
フ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
エ

）
文

献
検

索
、

統
計

処
理

が
可

能
な

P
C

オ
）

無
料

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
(
W
i
-
F
i
)
接

続
は

、
看

護
学

部
棟

の
す

べ
て

の
階

で
利

用
可

能
で

あ
る

こ
と

が
明

記
さ

れ
て

い
る

キ
）

自
己

自
習

室
ク

）
実

習
室

に
つ

い
て

、
利

用
時

間
や

利
用

手
続

き
等

が
明

記
さ

れ
て

い
る

ケ
）

キ
ャ

リ
ア

サ
ポ

ー
ト

及
び

サ
ポ

ー
ト

ル
ー

ム
利

用
方

法
に

つ
い

て
明

記
さ

れ
て

い
る

1
9
,

2
1

講
義

室
3
・

情
報

処
理

室
に

P
C
を

完
備

し
て

い
る

こ
と

が
明

記
さ

れ
て

い
る

。

7

（
3
）

教
育

環
境

整
備

オ
ン

デ
マ

ン
ド

・
リ

モ
ー

ト
授

業
活

用
の

た
め

、
授

業
支

援
シ

ス
テ

ム
が

導
入

さ
れ

た
こ

と
が

明
記

さ
れ

て
い

る

*
1
0

カ
）

図
書

館
は

、
利

用
時

間
や

利
用

方
法

が
掲

載
さ

れ
て

お
り

、
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

文
献

複
写

申
込

な
ど

も
整

備
さ

れ
て

い
る

*
1
1

ア
）

グ
ル

ー
プ

演
習

室
は

、
学

生
グ

ル
ー

プ
が

自
学

自
習

で
き

る
場

所
と

し
て

掲
載

×

各
階

平
面

図
：

公
開

資
料

な
し

（
2
0
1
6
年

度
ま

で
は

公
開

し
て

い
た

が
防

犯
上

等
の

理
由

に
よ

り
現

在
は

非
公

開
。

構
内

の
各

階
に

掲
示

あ
り

）

ア
）

グ
ル

ー
プ

演
習

室
イ

）
セ

ル
フ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

室
ク

）
実

習
室

ケ
）

キ
ャ

リ
ア

サ
ポ

ー
ト

ル
ー

ム
と

、
情

報
処

理
室

の
場

所
が

明
記

さ
れ

て
い

る

○

H
P
「

2
0
2
0
年

度
看

護
学

教
育

セ
ン

タ
ー

か
ら

の
お

知
ら

せ
（

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
症

対
策

)
」

看
護

学
学

生
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
新

型
肺

炎
の

た
め

の
取

り
組

み
（

第
7
報

）

*
9

4
月

は
課

題
学

修
、

5
月

は
遠

隔
授

業
と

し
て

い
た

が
、

6
月

か
ら

1
～

3
年

生
は

分
散

登
校

と
し

、
面

接
授

業
（

午
前

も
し

く
は

午
後

の
み

）
を

開
始

し
た

。
演

習
室

の
使

用
は

禁
止

し
、

図
書

館
の

使
用

は
面

接
授

業
時

間
は

許
可

し
た

。
7
月

か
ら

全
て

面
接

授
業

と
し

た
が

、
演

習
室

の
使

用
は

禁
止

し
、

図
書

館
は

通
常

通
り

使
用

可
と

し
た

。
な

お
、

4
年

生
は

6
月

以
降

は
実

習
が

中
心

で
あ

っ
た

た
め

、
登

校
に

関
し

て
は

科
目

責
任

者
・

チ
ュ

ー
タ

ー
の

指
示

を
仰

ぐ
こ

と
と

し
た

。
後

期
は

、
1
～

4
年

生
は

面
接

授
業

と
遠

隔
授

業
を

併
用

し
た

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

で
展

開
し

た
。

1
1
月

よ
り

、
演

習
室

は
担

当
教

員
の

指
示

が
あ

る
場

合
に

限
り

、
3
・

4
年

生
の

み
1
8
時

ま
で

使
用

可
と

し
、

ま
た

3
年

生
は

1
8
時

ま
で

の
講

義
室

4
・

5
で

の
自

習
を

可
と

し
た

。

注
）

「
2
0
2
0
年

度
年

報
」

は
「

大
阪

医
科

大
学

看
護

学
部

・
大

阪
医

科
大

学
大

学
院

看
護

学
研

究
科

 
年

報
 
2
0
2
0
年

度
」

を
指

す

H
P
資

料
：

H
P
内

の
U
R
L

*
8
 
 
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
o
m
p
u
.
a
c
.
j
p
/
a
b
o
u
t
/
f
a
c
i
l
i
t
i
e
s
/
c
a
m
p
u
s
m
a
p
.
h
t
m
l

*
9
　

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
o
m
p
u
.
a
c
.
j
p
/
e
d
u
c
a
t
i
o
n
/
f
_
n
u
r
s
i
n
g
/
f
2
p
j
g
c
0
0
0
0
0
0
f
a
n
a
.
h
t
m
l

*
1
0
 
h
t
t
p
s
:
/
/
l
i
b
o
p
.
o
m
p
u
.
a
c
.
j
p
/
d
r
u
p
a
l
/

*
1
1
 
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
o
m
p
u
.
a
c
.
j
p
/
a
b
o
u
t
/
f
a
c
i
l
i
t
i
e
s
/
c
e
n
t
r
a
l
_
n
o
r
t
h
/
n
o
r
t
h
.
h
t
m
l

2
0
2
2
年

1
月

頃
に

H
P
に

掲
載

予
定

で
あ

る
。

○

H
P
（

大
阪

医
科

薬
科

大
学

本
部

図
書

館
）

（
施

設
紹

介
：

看
護

学
部

（
北

キ
ャ

ン
パ

ス
）

）

・
設

備
ア

）
グ

ル
ー

プ
演

習
室

イ
）

セ
ル

フ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

ウ
）

P
C
台

数
エ

）
文

献
検

索
、

統
計

処
理

が
可

能
な

P
C

オ
）

無
料

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
(
W
i
-
F
i
)
接

続 カ
）

図
書

館
キ

）
自

学
自

習
室

ク
）

実
習

室
ケ

）
キ

ャ
リ

ア
サ

ポ
ー

ト
ル

ー
ム

1
8

9
.
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

症
に

伴
う

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
の

導
入

と
整

備

○
2
0
2
0
年

度
年

報

2
2

1
）

-
2
）

　
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

準
備

：
教

員
向

け
F
D
を

開
催

し
、

m
o
o
d
l
e
利

用
方

法
を

説
明

。
学

生
の

P
C
環

境
の

調
査

を
行

い
、

一
部

学
生

に
は

P
C
を

貸
与

し
た

。
4
）

後
期

授
業

：
対

面
授

業
と

遠
隔

授
業

（
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
授

業
）

を
行

う
た

め
Z
o
o
m
ア

カ
ウ

ン
ト

得
御

取
得

し
た

。

2
2
,
2
4
教

室
に

よ
り

遠
隔

授
業

が
不

安
定

に
な

る
事

か
ら

、
時

間
割

変
更

に
よ

り
利

用
教

室
を

見
直

し
対

応
し

た
。

2
2

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

授
業

で
は

、
音

声
、

映
像

の
不

具
合

が
多

く
発

生
し

た
た

め
、

学
生

・
教

員
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

。

備
考
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資
料

3
-
3
．

2
0
2
1
年

度
 
大

阪
医

科
薬

科
大

学
看

護
学

部
 
課

程
レ

ベ
ル

（
学

部
レ

ベ
ル

）
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

評
価

大大
項項

目目
  
３３

．．
過過

程程

Ａ
…

十
分

に
整

備
さ

れ
て

い
る

Ｂ
…

概
ね

整
備

さ
れ

て
い

る

Ｃ
…

大
幅

な
見

直
し

、
改

善
が

必
要

資
料

根
拠

資
料

の
公

開
有

無
根

拠
資

料
頁

P
頁

D
頁

C
頁

A
評評

価価
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
評評

価価
委委

員員
ココ

メメ
ンン

トト

2
1

5
.
授

業
評

価
・

改
善

　
2
）

教
員

の
授

業
改

善
2
1

１
.
2
)
教

員
に

よ
る

改
善

報
告

書
の

実
施

を
行

い
、

か
つ

各
領

域
に

て
自

己
点

検
を

行
う

よ
う

注
意

喚
起

し
た

2
1
,
2
3

１
．

2
)
教

員
に

よ
る

改
善

報
告

書
の

作
成

を
行

う
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

　
改

善
報

告
書

は
年

度
ご

と
の

改
善

点
が

一
覧

で
見

ら
れ

る
た

め
、

改
善

点
の

推
移

が
見

や
す

い
よ

う
に

な
っ

て
い

る

6
1
-
7
0
各

領
域

に
お

い
て

各
科

目
の

実
施

・
評

価
等

を
行

っ
た

6
1
-
7
0
同

左
6
1
-
7
0
各

領
域

に
お

い
て

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

・
課

題
を

挙
げ

た

○
2
0
2
0
年

度
年

報
5
8
-
6
0
授

業
科

目
一

覧

○
2
0
2
0
年

度
版

履
修

の
て

び
き

3
0

卒
業

要
件

・
取

得
資

格

○
大

阪
医

科
薬

科
大

学
看

護
学

部
 
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
い

た
2
0
2
0
年

度
デ

ー
タ

に
よ

る
ポ

リ
シ

ー
の

検
証

2
2

学
生

8
8
名

の
う

ち
8
7
名

は
1
2
7
単

位
以

上
履

修
。

う
ち

1
名

は
後

期
に

休
学

し
た

。

2
1

6
.
実

習
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
実

施
2
1

1
）

記
入

率
の

向
上

を
目

的
と

し
て

、
①

ユ
ニ

パ
に

よ
る

記
入

の
促

し
、

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
動

画
を

m
o
o
d
l
e
に

ア
ッ

プ
し

、
い

つ
で

も
視

聴
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

2
）

評
価

に
つ

い
て

教
員

と
学

生
双

方
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

。

2
3

1
.
2
）

学
生

・
教

員
と

も
に

実
習

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

目
標

を
概

ね
達

成
で

き
て

い
る

、
と

評
価

し
て

い
た

。
2
3

1
．

2
)
次

年
度

は
基

礎
看

護
学

実
習

Ⅰ
に

お
い

て
も

実
習

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
を

導
入

す
る

。

2
4

2
.
3
）

「
看

護
基

本
技

術
経

験
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

」
の

記
入

率
が

低
く

、
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
実

習
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
活

用
し

た
学

習
状

況
の

把
握

に
課

題
が

あ
り

、
「

負
担

」
と

の
意

見
も

あ
っ

た
。

2
4

2
．

3
)
次

年
度

は
「

看
護

基
本

技
術

経
験

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
」

を
3
年

生
は

2
回

（
実

習
の

中
間

と
全

実
習

終
了

時
）

、
4
年

生
は

1
回

（
全

実
習

終
了

時
）

の
使

用
へ

と
変

更
す

る
。

○
大

阪
医

科
薬

科
大

学
看

護
学

部
 
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
い

た
2
0
2
0
年

度
デ

ー
タ

に
よ

る
ポ

リ
シ

ー
の

検
証

1
5

4
．

進
級

率
、

休
学

率
、

退
学

率
1
5

2
0
2
0
年

度
の

進
級

率
は

1
・

3
年

生
が

1
0
0
％

、
2
年

生
が

9
7
.
6
％

で
あ

り
、

休
学

率
と

退
学

率
は

と
も

に
0
.
5
7
％

で
あ

っ
た

。
1
6

進
級

率
は

高
水

準
を

維
持

し
て

い
る

が
、

退
学

者
は

2
0
1
8
・

2
0
1
9
年

度
と

比
較

し
て

若
干

減
少

し
て

い
る

。
1
5

留
年

者
、

退
学

者
の

要
因

分
析

デ
ー

タ
を

蓄
積

し
、

入
試

方
法

に
反

映
さ

せ
る

。

○
退

学
率

：
2
0
2
0
年

度
年

報
8

3
)
①

　
学

生
在

籍
数

に
退

学
者

数
（

2
名

）
が

明
記

さ
れ

て
い

る

×
2
0
2
0
年

度
教

授
会

議
事

録
：

公
開

資
料

な
し

（
学

内
教

職
員

の
み

閲
覧

可
能

）
-

休
学

・
退

学
し

た
学

生
に

関
し

て
教

授
会

で
共

有
さ

れ
て

い
る

○
2
0
2
0
年

度
年

報
2
0

2
.
3
）

保
健

師
科

目
・

助
産

師
科

目
へ

の
対

応
2
0

2
.
3
）

 
保

健
師

お
よ

び
助

産
師

国
家

試
験

受
験

資
格

希
望

者
の

選
抜

は
学

事
予

定
等

を
踏

ま
え

た
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

立
て

実
施

し
た

2
0

2
.
3
）

選
抜

は
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

沿
っ

て
実

施
し

、
保

健
師

3
3
名

、
助

産
師

6
名

を
選

抜
し

た

○
大

阪
医

科
薬

科
大

学
看

護
学

部
 
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
い

た
2
0
2
0
年

度
デ

ー
タ

に
よ

る
ポ

リ
シ

ー
の

検
証

1
6

保
健

師
4
0
名

、
助

産
師

6
名

程
度

の
確

保
の

た
め

、
実

習
受

け
入

れ
施

設
・

機
関

の
確

保
を

引
き

続
き

行
っ

て
い

く
。

・
授

業
改

善
報

告
書

○
2
0
2
0
年

度
年

報
2
1

5
.
授

業
評

価
・

改
善

　
2
）

教
員

の
授

業
改

善
2
1

１
.
2
)
教

員
に

よ
る

授
業

（
実

習
）

改
善

報
告

書
を

作
成

し
、

学
生

に
公

開
し

た
。

2
3

１
．

2
)
授

業
改

善
報

告
書

は
年

度
ご

と
の

改
善

点
が

一
覧

で
見

ら
れ

る
た

め
、

改
善

点
の

推
移

が
見

や
す

い
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

○
2
0
2
0
年

度
年

報
（

看
護

学
教

育
セ

ン
タ

ー
）

・
進

級
率

、
休

学
率

、
退

学
率

2
0
1
9
年

度
か

ら
実

施
さ

れ
、

授
業

改
善

報
告

書
は

、
前

期
終

了
時

・
後

期
終

了
時

に
学

生
に

公
開

さ
れ

て
い

る
。

・
保

健
師

、
助

産
師

コ
ー

ス
希

望
者

数

進
級

率
、

休
学

者
、

退
学

者
は

教
授

会
で

随
時

、
報

告
さ

れ
て

い
る

。
教

員
間

で
も

共
有

さ
れ

て
い

る

備備
考考

P
D
C
A
が

な
さ

れ
て

い
な

い

③
教

授
活

動
の

質
の

保
証

を
示

す
根

拠
が

あ
る

科
目

配
置

は
基

礎
科

目
、

専
門

基
礎

科
目

、
専

門
科

目
の

順
と

な
っ

て
い

る

各
科

目
を

通
し

て
D
P
達

成
で

き
る

よ
う

配
置

さ
れ

て
い

る

学
生

に
よ

る
授

業
評

価
を

行
っ

て
い

る

F
D
を

定
期

的
に

実
施

し
て

い
る

授
業

評
価

に
対

す
る

改
善

報
告

書
を

学
生

に
返

答
し

て
い

る

教
員

間
の

ピ
ア

レ
ビ

ュ
ー

を
実

施
し

て
い

る

臨
地

実
習

指
導

者
に

実
習

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
行

っ
て

い
る

②
科

目
の

配
列

は
D
P
を

達
成

で
き

る
最

善
の

も
の

と
な

っ
て

い
る

解
釈

①
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
＊
は

計
画

通
り

実
施

さ
れ

て
い

る
（

＊
各

科
目

お
よ

び
科

目
全

体
を

指
す

）

P
D
C
A
が

な
さ

れ
て

い
る

一
部

実
施

に
向

け
た

検
討

が
な

さ
れ

て
い

る

小
項

目

G
P
A
評

価
に

よ
り

学
生

の
進

捗
状

況
を

把
握

し
て

い
る

教
員

に
よ

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

振
り

返
り

を
行

っ
て

い
る

中
項

目
評

価
総
合
評
価

2
0
2
0
年

度
年

報
（

看
護

学
教

育
セ

ン
タ

ー
）

・
修

得
単

位
数

・
各

科
目

評
価

○

・
実

習
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

―  18  ―



資
料

根
拠

資
料

の
公

開
有

無
根

拠
資

料
頁

P
頁

D
頁

C
頁

A
評

価
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
評

価
委

員
コ

メ
ン

ト

・
ピ

ア
レ

ビ
ュ

ー
報

告
書

○
大

阪
医

科
薬

科
大

学
看

護
学

部
 
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
い

た
2
0
2
0
年

度
デ

ー
タ

に
よ

る
ポ

リ
シ

ー
の

検
証

1
9

4
.
 
ピ

ア
レ

ビ
ュ

ー
（

授
業

見
学

）
1
9

7
.
 
2
0
2
0
年

度
は

C
O
V
I
D
-
1
9
に

よ
る

感
染

症
拡

大
に

伴
い

オ
ン

デ
マ

ン
ド

授
業

や
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

、
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
授

業
の

導
入

に
よ

り
授

業
見

学
の

推
進

は
行

わ
な

か
っ

た
。

1
9

コ
ロ

ナ
禍

で
あ

り
、

授
業

方
法

が
C
O
V
I
D
-

1
9
に

よ
る

感
染

症
拡

大
の

状
況

に
よ

っ
て

変
更

に
な

る
た

め
、

ピ
ア

レ
ビ

ュ
ー

（
授

業
見

学
）

に
つ

い
て

は
検

討
を

要
す

る
。

○
2
0
2
0
年

度
年

報
（

看
護

学
教

育
セ

ン
タ

ー
）

2
2

9
．

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
症

に
伴

う
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

の
導

入
と

整
備

2
2

9
．

4
月

は
授

業
を

行
わ

ず
各

科
目

の
事

前
課

題
を

課
し

た
。

5
月

は
原

則
m
o
o
d
l
e
上

の
オ

ン
デ

マ
ン

ド
授

業
と

し
た

（
4
月

中
に

教
員

に
は

F
D
で

授
業

方
針

と
m
o
o
d
l
e
利

用
方

法
を

説
明

し
、

学
生

に
は

接
続

テ
ス

ト
を

実
施

し
た

）
。

6
月

か
ら

一
部

対
面

授
業

を
再

開
、

7
月

は
全

学
年

で
対

面
授

業
を

実
施

し
た

。
後

期
は

各
学

年
の

半
分

は
対

面
、

半
分

は
Z
o
o
m
の

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

授
業

と
し

た
（

9
月

中
に

Z
o
o
m
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

教
員

対
象

説
明

会
を

実
施

、
学

生
に

は
マ

ニ
ュ

ア
ル

配
布

と
説

明
、

接
続

テ
ス

ト
を

実
施

し
た

）
。

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

授
業

で
不

具
合

が
多

発
し

た
た

め
、

都
度

そ
れ

ら
に

対
応

す
る

と
と

も
に

、
学

生
・

教
員

に
緊

急
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

不
具

合
の

内
容

や
要

望
を

調
査

し
、

そ
の

結
果

等
を

踏
ま

え
、

1
0
月

の
教

授
会

に
報

告
し

、
時

間
割

変
更

等
の

対
策

を
行

っ
た

。

2
3

1
.
 
1
)
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

症
に

関
す

る
文

科
省

の
通

達
と

本
学

の
基

本
方

針
を

基
に

「
学

生
の

安
全

確
保

と
学

習
の

質
保

証
」

の
観

点
か

ら
前

期
お

よ
び

後
期

の
授

業
に

関
す

る
方

針
を

状
況

に
合

わ
せ

て
策

定
し

、
学

生
と

教
員

に
周

知
し

た
。

大
き

な
混

乱
も

な
く

、
ま

た
平

常
時

と
学

生
の

成
績

は
ほ

と
ん

ど
変

わ
る

こ
と

な
く

学
修

の
質

担
保

に
つ

な
が

っ
た

。
　

1
.
3
）

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
に

つ
い

て
は

、
説

明
会

の
実

施
や

教
員

・
学

生
の

努
力

に
よ

り
、

ま
た

不
具

合
等

に
は

都
度

対
応

す
る

こ
と

に
よ

り
、

全
体

と
し

て
は

概
ね

必
要

な
授

業
内

容
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

○
2
0
2
0
年

度
年

報
（

看
護

学
教

育
セ

ン
タ

ー
）

2
1

5
.
1
）

学
生

の
授

業
評

価
2
1

5
.
1
）

実
施

要
領

に
基

づ
い

て
ユ

ニ
パ

を
用

い
た

評
価

を
行

っ
た

。
前

期
前

半
や

実
習

時
は

評
価

す
る

こ
と

を
失

念
し

や
す

い
た

め
、

教
員

に
対

し
て

学
生

へ
の

記
入

の
促

し
を

依
頼

し
た

。
2
0
2
0
年

度
は

C
O
V
I
D
-
1
9
の

影
響

で
授

業
形

態
が

大
き

く
変

わ
っ

た
た

め
、

自
由

記
述

欄
に

て
オ

ン
ラ

イ
ン

講
義

に
対

す
る

学
生

の
意

見
を

募
り

、
「

肯
定

的
」

「
否

定
的

」
「

学
年

別
」

の
意

見
に

分
け

て
ま

と
め

た
。

2
3

1
.
 
2
)
 
都

度
促

し
を

行
う

こ
と

で
高

い
回

収
率

を
維

持
で

き
て

い
る

。
2
4

2
.
 
2
)
 
2
0
2
0
年

度
は

C
O
V
I
D
-
1
9
の

影
響

に
よ

り
実

際
の

授
業

形
態

と
合

致
し

な
い

項
目

が
あ

っ
た

。
2
0
2
0
年

度
は

自
由

記
述

欄
へ

の
記

載
を

促
し

た
が

、
今

後
多

様
な

授
業

形
態

が
増

え
る

こ
と

も
予

想
さ

れ
る

た
め

、
評

価
項

目
を

再
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
　

卒
業

演
習

の
授

業
評

価
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

○

H
P
（

学
生

に
よ

る
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

・
2
0
2
0
年

度
実

習
評

価
・

2
0
2
0
年

度
実

習
評

価
（

3
年

生
）

・
2
0
2
0
年

度
授

業
評

価
）

*
1
5

2
0
2
0
年

度
授

業
評

価
結

果
と

実
習

評
価

結
果

を
公

開
し

て
い

る
。

○
教

員
：

2
0
2
0
年

度
年

報
3
2

2
．

1
)
 
現

行
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

運
営

評
価

の
実

施
　

常
勤

教
員

を
対

象
と

し
た

調
査

3
2

2
．

1
)
常

勤
教

員
を

対
象

に
2
0
2
0
年

8
月

に
現

行
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

評
価

と
課

題
・

必
要

な
改

正
に

つ
い

て
意

見
調

査
を

行
っ

た
。

3
2

2
.
 
1
)
得

ら
れ

た
意

見
は

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

正
案

作
成

の
際

の
参

考
と

し
た

。

○
学

生
：

2
0
2
0
年

度
年

報
3
2

2
．

2
)
 
現

行
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

運
営

評
価

の
実

施
　

学
生

を
対

象
と

し
た

調
査

3
2

2
．

2
)
4
年

生
を

対
象

に
、

現
行

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
対

す
る

評
価

と
意

見
を

問
う

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

（
2
0
2
0
年

8
月

）
。

　
2
・

3
年

生
の

総
代

副
総

代
に

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

改
正

案
を

説
明

し
意

見
を

求
め

た
（

2
0
2
1
年

3
月

）
。

3
2

2
．

2
)
4
年

生
を

対
象

に
し

た
調

査
で

は
、

回
答

者
の

約
9
割

は
概

ね
適

切
で

あ
る

と
回

答
し

た
。

　
2
・

3
年

生
の

総
代

副
総

代
に

意
見

を
求

め
た

結
果

、
新

科
目

や
開

講
期

変
更

等
は

よ
い

と
思

う
と

の
意

見
で

あ
っ

た
。

○

学
生

：
大

阪
医

科
薬

科
大

学
看

護
学

部
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
い

た
2
0
2
0
年

度
デ

ー
タ

に
よ

る
ポ

リ
シ

ー
の

検
証

8
3
.
 
学

生
調

査
　

1
）

学
生

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
　

（
1
）

授
業

の
満

足
度

8

授
業

に
比

較
的

満
足

し
て

い
る

学
生

が
約

7
割

で
昨

年
度

の
約

9
割

に
比

べ
て

満
足

度
が

下
が

っ
て

い
る

。
2
年

生
と

4
年

生
の

満
足

度
が

下
が

っ
て

お
り

、
授

業
に

満
足

し
た

理
由

に
「

充
実

し
た

授
業

の
内

容
」

を
あ

げ
て

い
る

学
生

の
割

合
が

低
い

。
　

臨
床

実
習

全
体

に
対

す
る

満
足

度
で

は
、

全
体

で
半

数
の

学
生

が
「

満
足

し
て

い
る

」
と

回
答

し
て

お
り

、
比

較
的

満
足

し
て

い
る

と
す

る
学

生
を

含
め

る
と

ほ
と

ん
ど

の
学

生
が

満
足

し
て

い
る

。

8

C
O
V
I
D
-
1
9
感

染
症

の
影

響
で

授
業

形
態

が
変

更
に

な
っ

た
り

、
対

面
授

業
の

中
で

特
に

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
や

実
技

演
習

が
十

分
に

で
き

な
か

っ
た

こ
と

が
関

係
し

て
い

る
と

考
え

る
。

特
に

4
年

生
は

4
・

5
月

に
授

業
が

集
中

し
て

お
り

、
緊

急
事

態
宣

言
下

で
殆

ど
オ

ン
デ

マ
ン

ド
型

授
業

と
な

っ
た

こ
と

か
ら

満
足

度
が

低
下

し
た

と
考

え
る

。
　

臨
床

実
習

に
関

す
る

結
果

は
昨

年
度

と
ほ

ぼ
同

じ
で

あ
り

、
臨

床
実

習
で

の
学

習
に

関
し

て
は

コ
ロ

ナ
禍

で
あ

っ
て

も
昨

年
度

と
同

様
の

水
準

を
維

持
し

た
と

い
え

る
。

8
4
年

生
と

2
年

生
の

学
習

満
足

度
の

低
い

原
因

を
分

析
し

、
満

足
度

を
上

げ
る

た
め

の
工

夫
を

行
う

。

○
H
P
(
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

4
年

間
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
流

れ
）

)
*
1
2

4
年

間
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
流

れ
が

明
記

さ
れ

て
い

る

○

H
P
(
大

阪
医

科
薬

科
大

学
看

護
学

部
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
ツ

リ
ー

　
2
0
1
7
年

度
～

2
0
2
0
年

度
入

学
生

)
(
看

護
学

部
2
0
1
7
年

度
～

2
0
2
0
年

度
入

学
者

用
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
 
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
コ

ー
ド

一
覧

)

*
1
3

*
1
4

・
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

毎
に

教
育

課
程

の
内

容
が

明
記

さ
れ

て
い

る
・

各
学

部
に

お
け

る
教

育
課

程
の

系
統

性
、

順
次

性
、

水
準

を
明

ら
か

に
し

、
学

生
の

履
修

計
画

、
学

修
行

動
の

手
助

け
と

な
る

よ
う

に
、

2
0
2
0
年

度
よ

り
科

目
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
制

度
を

導
入

し
た

・
授

業
評

価

備
考

・
教

員
・

学
生

に
よ

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
評

価 ・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
ツ

リ
ー

―  19  ―



資
料

根
拠

資
料

の
公

開
有

無
根

拠
資

料
頁

P
頁

D
頁

C
頁

A
評

価
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
評

価
委

員
コ

メ
ン

ト

○
2
0
2
0
年

度
年

報
（

看
護

学
教

育
セ

ン
タ

ー
）

2
1

7
．

実
習

に
関

す
る

事
項

2
1

実
習

計
画

に
変

更
が

生
じ

た
場

合
に

、
実

習
目

的
達

成
と

学
生

間
の

実
習

内
容

に
差

が
生

じ
な

い
よ

う
に

対
応

す
る

こ
と

を
目

的
に

、
実

習
の

考
え

方
（

単
位

の
考

え
方

、
代

替
方

法
、

運
営

上
の

留
意

点
等

）
、

実
習

受
け

入
れ

・
調

整
状

況
、

感
染

症
へ

の
対

応
に

つ
い

て
実

習
委

員
会

と
情

報
共

有
・

連
携

を
図

っ
た

。

○
2
0
2
0
年

度
年

報
（

実
習

委
員

会
）

3
7
-
3
8

1
1
.
感

染
症

対
策

に
関

す
る

調
整

　
1
）

実
習

前
の

ワ
ク

チ
ン

接
種

、
2
）

実
習

中
の

健
康

管
理

、
3
）

必
要

医
療

物
品

管
理

、
4
）

実
習

調
整

3
7
-
3
8

1
）

ワ
ク

チ
ン

接
種

の
奨

励
を

行
っ

た
。

2
）

毎
日

の
体

温
測

定
、

健
康

観
察

票
・

行
動

記
録

票
の

記
録

を
義

務
付

け
た

。
3
）

実
習

施
設

に
医

療
物

品
を

持
参

す
る

に
あ

た
っ

て
調

整
を

図
っ

た
。

4
）

実
習

に
対

応
す

る
た

め
に

、
感

染
対

策
・

実
習

中
断

の
方

針
を

策
定

し
た

。
1
）

ワ
ク

チ
ン

接
種

の
奨

励
を

行
っ

た
。

2
）

毎
日

の
体

温
測

定
、

健
康

観
察

票
・

行
動

記
録

票
の

記
録

を
義

務
付

け
た

。
3
）

実
習

施
設

に
医

療
物

品
を

持
参

す
る

に
あ

た
っ

て
調

整
を

図
っ

た
。

4
）

実
習

に
対

応
す

る
た

め
に

、
感

染
対

策
・

実
習

中
断

の
方

針
を

策
定

し
た

。

3
7
-
3
8

1
）

2
）

実
習

中
C
O
V
I
D
-
1
9
の

感
染

者
が

出
な

か
っ

た
。

3
）

実
習

施
設

に
医

療
物

品
を

不
足

な
く

持
参

で
き

た
。

4
）

学
生

へ
の

不
利

益
が

生
じ

る
こ

と
な

く
臨

地
実

習
を

展
開

で
き

た
。

3
8

実
習

連
絡

協
議

会
に

お
け

る
感

染
対

策
を

講
じ

た
F
D
開

催
を

課
題

に
挙

げ
た

。

×

2
0
2
0
年

度
看

護
学

実
習

に
関

す
る

考
え

方
※

格
納

場
所

：
実

習
委

員
会

→
3
2
.
→

コ
ロ

ナ
関

連
各

指
針

等
の

最
新

版
→

教
育

セ
ン

タ
ー

か
ら

1
．

実
践

能
力

育
成

に
お

け
る

臨
床

実
習

の
意

義
、

2
．

単
位

の
考

え
方

、
教

育
実

施
上

の
留

意
事

項
に

関
す

る
根

拠
資

料
、

3
．

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
発

生
に

伴
う

医
療

関
係

職
種

等
の

各
学

校
、

養
成

所
、

及
び

養
成

施
設

等
の

対
応

に
つ

い
て

、
4
．

実
習

受
け

入
れ

中
止

な
ど

に
よ

り
、

実
習

計
画

に
変

更
が

生
じ

た
場

合
の

考
え

方
、

5
．

実
習

受
け

入
れ

状
況

の
確

認
、

及
び

調
整

の
状

況
、

に
つ

い
て

明
示

し
た

。

×
教

授
会

資
料

（
2
0
2
0
年

9
月

2
3
日

臨
時

教
授

会
、

1
0
月

1
4
日

教
授

会
）

補
習

実
習

実
習

を
発

熱
等

の
感

染
症

の
疑

い
で

欠
席

し
た

学
生

に
対

し
て

は
、

学
生

か
ら

の
正

式
な

申
し

出
を

受
け

て
、

学
内

で
の

演
習

を
実

施
す

る
こ

と
で

実
習

の
単

位
を

認
め

る
こ

と
、

ま
た

そ
の

際
に

は
演

習
を

実
施

し
た

方
法

や
時

間
数

等
の

記
録

を
作

成
す

る
こ

と
に

つ
い

て
、

教
授

会
で

承
認

し
た

。
ま

た
、

学
生

か
ら

の
申

請
書

式
と

し
て

「
補

習
実

習
願

」
を

教
授

会
で

承
認

し
た

。
運

用
は

2
0
2
0
年

度
限

り
と

し
、

事
前

事
後

の
実

施
に

か
か

わ
ら

ず
、

教
授

会
で

報
告

す
る

こ
と

に
し

た
。

学
生

5
名

か
ら

「
補

習
実

習
願

」
の

提
出

が
あ

り
、

補
習

実
習

を
展

開
し

た
。

×
実

習
に

お
け

る
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
へ

の
対

応
に

つ
い

て
※

格
納

場
所

：
実

習
委

員
会

→
3
2
.

対
応

に
つ

い
て

、
1
）

～
6
）

に
分

け
て

明
示

し
た

。
1
．

実
習

に
行

く
に

あ
た

り
、

学
生

に
1
）

体
温

3
7
度

以
上

、
症

状
の

有
無

、
2
）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
曝

露
歴

の
有

無
、

3
）

同
居

家
族

や
身

近
な

人
で

症
状

の
あ

る
人

の
有

無
を

必
ず

確
認

さ
せ

る
、

2
・

3
．

実
習

期
間

前
・

中
・

後
に

上
記

1
）

～
3
）

に
該

当
す

る
と

連
絡

を
受

け
た

場
合

、
4
．

実
習

期
間

中
の

学
生

が
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
と

診
断

さ
れ

た
場

合
、

5
．

実
習

部
署

で
受

け
持

ち
患

者
、

も
し

く
は

ス
タ

ッ
フ

が
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
と

診
断

（
疑

い
を

含
む

）
の

情
報

を
得

た
場

合
、

6
．

看
護

学
実

習
要

綱
、

共
通

事
項

（
P
1
0
）

3
）

感
染

報
告

に
該

当
す

る
場

合
。

×

コ
ロ

ナ
を

不
安

に
思

う
学

生
へ

の
対

応
（

2
0
2
0
年

度
第

6
回

実
習

委
員

会
議

事
録

）
※

格
納

場
所

※
格

納
場

所
：

実
習

委
員

会
→

3
2
.
→

コ
ロ

ナ
関

連
各

指
針

等
の

最
新

版
→

実
習

委
員

会
か

ら

議
題

8
．

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

を
不

安
に

思
う

学
生

へ
の

対
応

に
つ

い
て

不
安

に
思

う
こ

と
が

あ
れ

ば
チ

ュ
ー

タ
ー

に
相

談
す

る
よ

う
に

、
実

習
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

で
説

明
す

る
こ

と
に

な
っ

た

○
H
P
(
看

護
学

部
G
P
A
実

施
に

つ
い

て
）

（
2
0
2
0
年

度
看

護
学

部
学

年
ご

と
の

単
年

G
P
A
分

布
)

*
1

*
2

看
護

学
部

G
P
A
実

施
に

つ
い

て
説

明
し

、
2
0
2
0
年

度
の

看
護

学
部

　
学

年
ご

と
の

G
P
A
分

布
を

公
開

し
て

い
る

○
2
0
2
0
年

度
年

報
1
9

1
．

4
）

G
P
A
の

分
析

と
平

準
化

、
　

1
.
5
）

成
績

、
進

級
、

卒
業

判
定

と
成

績
不

良
者

へ
の

学
生

指
導

1
9

1
．

4
）

2
0
1
9
・

2
0
2
0
年

度
前

期
の

成
績

に
つ

い
て

I
R
室

に
分

析
を

依
頼

し
、

解
析

結
果

を
ア

セ
ス

メ
ン

ト
ポ

リ
シ

ー
に

沿
っ

て
P
D
C
A
シ

ー
ト

に
ま

と
め

、
教

授
会

や
教

育
戦

略
会

議
で

共
有

し
た

。
科

目
間

の
評

価
の

平
準

化
を

目
指

し
、

I
R
室

と
連

携
し

て
各

学
年

の
G
P
A
や

各
科

目
の

箱
ひ

げ
図

を
作

成
し

、
教

授
会

で
共

有
し

た
。

再
試

験
の

多
い

科
目

に
つ

い
て

科
目

責
任

者
に

振
り

返
り

を
依

頼
し

、
授

業
改

善
に

つ
な

げ
た

。
　

1
.
5
）

G
P
A
の

分
析

と
平

準
化

、
1
.
5
）

学
生

の
成

績
、

進
級

、
卒

業
判

定
は

各
要

件
に

基
づ

き
教

授
会

で
審

議
し

訂
正

に
行

っ
た

。
G
P
A
が

2
.
0
（

望
ま

し
い

水
準

）
未

満
の

学
生

に
対

し
、

チ
ュ

ー
タ

ー
教

員
等

に
よ

る
学

修
指

導
を

依
頼

・
実

施
し

、
取

り
組

み
に

よ
っ

て
改

善
が

み
ら

れ
た

か
評

価
し

た
。

2
3

1
.
 
1
)
 
例

年
2
年

次
の

学
年

G
P
A
値

が
2
.
4
前

後
に

低
下

す
る

が
、

2
0
2
0
年

度
は

2
年

次
G
P
A
約

2
.
7
と

他
学

年
と

同
水

準
に

維
持

で
き

た
。

ま
た

、
2
年

次
の

G
P
A
2
.
0
未

満
の

学
生

が
少

な
く

な
り

、
成

績
の

平
準

化
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

2
4

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

・
課

題
と

し
て

、
G
P
A
2
.
0
未

満
の

学
生

へ
の

学
修

指
導

の
強

化
お

よ
び

G
P
A
の

分
析

と
平

準
化

の
促

進
が

挙
げ

ら
れ

た
。

○

2
0
2
1
年

度
　

大
阪

医
科

薬
科

大
学

看
護

学
部

 
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
い

た
2
0
2
0
年

度
デ

ー
タ

に
よ

る
ポ

リ
シ

ー
の

検
証

6
,
7

2
.
1
）

学
年

ご
と

の
単

年
G
P
A
分

布
、

2
.
2
）

2
0
1
9
年

度
と

2
0
2
0
年

度
の

G
P
A
比

較
6
,
7

2
0
2
0
年

度
G
P
A
の

状
況

が
表

で
、

2
0
2
0
年

度
学

年
別

の
単

年
G
P
A
分

布
が

図
で

、
2
0
1
9
年

度
と

2
0
2
0
年

度
の

G
P
A
分

布
の

比
較

が
図

で
示

さ
れ

て
い

る
。

6
,
7

こ
れ

ま
で

2
年

生
の

G
P
A
平

均
値

が
学

年
全

体
で

見
た

と
き

に
低

か
っ

た
が

、
徐

々
に

上
昇

し
て

き
て

お
り

、
他

の
学

年
と

同
様

の
G
P
A
平

均
値

に
近

づ
い

て
い

る
。

2
0
1
9
年

度
に

比
べ

て
1
・

3
年

生
の

G
P
A
平

均
値

は
ほ

ぼ
同

等
で

あ
る

が
、

2
・

4
年

生
の

G
P
A
平

均
値

が
上

昇
し

て
い

る
。

6

1
・

2
・

3
年

生
の

G
P
A
得

点
は

平
準

化
が

低
い

科
目

の
要

因
分

析
を

行
い

、
改

善
策

を
検

討
す

る
。

引
き

続
き

I
R
室

に
分

析
を

依
頼

し
、

学
期

ご
と

に
各

科
目

で
成

績
分

布
を

作
成

し
検

討
す

る
。

成
績

の
平

準
化

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

・
看

護
学

実
習

に
お

け
る

C
O
V
I
D
-
1
9
対

策

・
G
P
A
（

全
体

推
移

・
単

年
G
P
A
・

個
別

G
P
A
）
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資
料

根
拠

資
料

の
公

開
有

無
根

拠
資

料
頁

P
頁

D
頁

C
頁

A
評

価
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
評

価
委

員
コ

メ
ン

ト

2
0

3
.
 
F
D
企

画
と

実
施

　
1
）

全
教

員
対

象
の

F
D
企

画
と

実
施

　
①

遠
隔

授
業

に
む

け
た

W
e
b
シ

ス
テ

ム
活

用
　

に
教

育
の

質
向

上
の

た
め

の
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
（

T
P
F
）

簡
易

版
の

作
成

　
2
）

新
人

教
員

対
象

の
F
D
企

画
と

実
施

2
0

3
.
1
）

①
看

護
学

部
に

お
け

る
前

期
授

業
の

方
針

と
遠

隔
授

業
の

方
針

、
教

員
が

そ
の

方
法

を
学

び
実

践
す

る
上

で
の

注
意

事
項

を
学

ぶ
目

的
で

、
F
D
を

4
月

に
2
回

に
分

け
て

実
施

し
た

。
　

3
.
1
）

②
T
P
F
簡

易
版

の
作

成
を

Z
o
o
m
で

企
画

し
、

参
加

を
希

望
し

た
7
名

に
対

し
て

F
D
を

3
月

に
実

施
し

た
。

　
3
.
2
）

看
護

学
教

員
歴

2
年

未
満

の
教

員
5
名

に
対

し
、

自
己

の
課

題
を

明
確

に
す

る
こ

と
を

目
的

に
教

育
の

質
向

上
に

向
け

た
教

育
活

動
の

振
り

返
り

の
F
D
を

3
月

に
実

施
し

た
。

2
3
-
2
4

1
.
 
4
)
T
P
F
の

F
D
で

は
、

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

、
今

後
の

教
育

を
考

え
て

い
く

た
め

に
十

分
よ

い
機

会
と

な
っ

た
・

よ
い

機
会

と
な

っ
た

が
7
名

（
1
0
0
％

）
で

あ
っ

た
。

自
ら

の
教

育
理

念
を

明
確

化
す

る
機

会
と

な
り

、
今

後
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

す
る

時
に

使
い

た
い

、
参

加
者

と
内

容
を

共
有

で
き

た
こ

と
は

今
後

の
活

動
の

参
考

に
な

る
、

意
見

が
あ

っ
た

。
　

新
人

教
員

対
象

F
D
 
で

は
、

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

、
参

加
者

は
研

究
の

必
要

性
を

大
い

に
感

じ
る

・
や

や
感

じ
る

と
回

答
し

、
研

修
時

間
は

適
切

、
研

究
内

容
は

役
立

つ
と

回
答

し
た

。

2
4

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

・
課

題
と

し
て

、
T
P
F
の

研
修

に
つ

い
て

定
例

化
し

、
中

堅
層

も
含

め
た

教
育

活
動

に
つ

い
て

の
大

学
全

体
で

サ
ポ

ー
ト

す
る

体
制

づ
く

り
が

挙
げ

ら
れ

た
。

1
4

1
.
7
）

国
際

交
流

F
D
研

修
の

実
施

1
4
-
1
5

1
.
7
）

国
際

交
流

に
関

す
る

土
壌

づ
く

り
活

動
の

一
つ

と
し

て
、

看
護

学
部

教
員

を
対

象
に

、
本

学
の

国
際

化
に

向
け

た
取

り
組

み
に

関
す

る
講

演
と

、
2
0
2
1
年

度
か

ら
参

加
予

定
の

W
e
b
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
M
o
d
u
l
e
の

説
明

に
関

す
る

F
D

を
1
0
月

に
実

施
し

た
。

1
5

1
.
7
）

事
後

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、

回
答

者
の

ほ
ぼ

全
員

が
大

学
の

国
際

化
へ

の
取

り
組

み
を

理
解

し
て

お
り

、
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

た
国

際
交

流
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

期
待

を
示

し
て

い
た

。

1
7

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

・
課

題
と

し
て

、
国

際
交

流
に

関
す

る
看

護
学

部
の

現
状

を
踏

ま
え

、
意

識
を

含
む

基
盤

づ
く

り
を

重
点

課
題

と
し

て
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
検

討
す

る
こ

と
な

ど
が

挙
げ

ら
れ

た
。

3
7

7
.
対

応
困

難
な

学
生

に
対

す
る

実
習

委
員

会
内

F
D
の

実
施

3
7

7
.
看

護
学

実
習

の
経

験
を

振
り

返
り

、
今

後
に

生
か

す
た

め
の

リ
フ

レ
ク

シ
ョ

ン
シ

ー
ト

を
作

成
す

る
と

と
も

に
、

各
領

域
か

ら
提

出
さ

れ
た

事
例

を
基

に
F
D
を

開
催

し
、

今
後

の
対

応
、

領
域

間
の

情
報

共
有

な
ど

を
検

討
し

た
。

3
7

7
.
F
D
の

成
果

は
、

各
領

域
に

情
報

共
有

し
活

用
す

る
こ

と
と

し
た

3
8

教
員

の
実

習
指

導
能

力
の

向
上

と
F
D
の

体
制

づ
く

り
が

で
き

た
。

　
将

来
に

向
け

た
発

展
方

策
・

課
題

と
し

て
、

実
習

連
絡

協
議

会
に

お
け

る
感

染
対

策
を

講
じ

た
F
D
開

催
が

挙
げ

ら
れ

た
。

・
実

習
連

絡
協

議
会

の
報

告
資

料
○

2
0
2
0
年

度
年

報
3
6

2
.
 
実

習
連

絡
協

議
会

の
企

画
3
6

2
．

2
0
2
0
年

度
は

本
学

の
感

染
対

策
方

針
に

基
づ

き
、

開
催

を
中

止
し

た
。

実
習

計
画

の
寮

生
は

領
域

ご
と

に
実

施
し

た
。

3
6

2
.
 
中

止
に

よ
る

影
響

調
査

の
結

果
、

一
部

領
域

で
調

整
の

遅
れ

が
あ

っ
た

が
、

実
習

に
は

影
響

は
な

か
っ

た
。

　
新

た
に

大
阪

医
科

薬
科

大
学

看
護

学
部

実
習

連
絡

協
議

会
運

営
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

た
。

3
8

改
善

す
べ

き
事

項
と

し
て

、
感

染
対

策
を

講
じ

た
実

習
連

絡
協

議
会

の
運

営
方

法
の

検
討

が
挙

げ
ら

れ
た

。

注
）

「
2
0
2
0
年

度
年

報
」

は
「

大
阪

医
科

大
学

看
護

学
部

・
大

阪
医

科
大

学
大

学
院

看
護

学
研

究
科

 
年

報
 
2
0
2
0
年

度
」

を
指

す

H
P
資

料
：

H
P
内

の
U
R
L

*
1
2
 
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
o
m
p
u
.
a
c
.
j
p
/
e
d
u
c
a
t
i
o
n
/
f
_
n
u
r
s
i
n
g
/
c
u
r
r
i
c
u
l
u
m
.
h
t
m
l

*
1
3
 
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
o
m
p
u
.
a
c
.
j
p
/
e
d
u
c
a
t
i
o
n
/
f
_
n
u
r
s
i
n
g
/
t
p
v
6
n
4
0
0
0
0
0
0
0
m
g
8
-
a
t
t
/
f
2
p
j
g
c
0
0
0
0
0
0
c
q
b
q
.
p
d
f

*
1
4
 
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
o
m
p
u
.
a
c
.
j
p
/
e
d
u
c
a
t
i
o
n
/
f
_
n
u
r
s
i
n
g
/
s
y
l
l
a
b
u
s
/
f
2
p
j
g
c
0
0
0
0
0
0
c
q
7
6
-
a
t
t
/
q
t
9
3
1
k
0
0
0
0
0
0
8
0
w
n
.
p
d
f

*
1
5
 
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
o
m
p
u
.
a
c
.
j
p
/
e
d
u
c
a
t
i
o
n
/
f
_
n
u
r
s
i
n
g
/
o
u
t
c
o
m
e
s
/
o
f
2
v
m
g
0
0
0
0
0
0
d
5
t
b
.
h
t
m
l

*
1
 
 
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
o
m
p
u
.
a
c
.
j
p
/
e
d
u
c
a
t
i
o
n
/
f
_
n
u
r
s
i
n
g
/
o
u
t
c
o
m
e
s
/
g
p
a
.
h
t
m
l
　

*
2
 
 
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
o
m
p
u
.
a
c
.
j
p
/
e
d
u
c
a
t
i
o
n
/
f
_
n
u
r
s
i
n
g
/
o
u
t
c
o
m
e
s
/
g
p
a
2
0
2
0
.
h
t
m
l

・
F
D
実

施
状

況
○

2
0
2
0
年

度
年

報

備
考
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資
料

3
-
4
．

2
0
2
1
年

度
 
大

阪
医

科
薬
科

大
学

看
護

学
部

 
課

程
レ

ベ
ル

（
学

部
レ

ベ
ル

）
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

評
価

大
項

目
 
４

．
成

果

Ａ
…

十
分

に
実

施
さ

れ
て

い
る

Ｂ
…

概
ね

実
施

さ
れ

て
い

る

Ｃ
…

大
幅

な
見

直
し

、
改

善
が

必
要

資
料

根
拠

資
料

の
公

開
有

無
根

拠
資

料
頁

P
頁

D
頁

C
頁

A
評

価
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
評

価
委

員
コ

メ
ン

ト

2
1

5
.
授

業
評

価
・

改
善

　
2
）

教
員

の
授

業
改

善
2
1

１
.
2
)
教

員
に

よ
る

改
善

報
告

書
の

実
施

を
行

い
、

か
つ

各
領

域
に

て
自

己
点

検
を

行
う

よ
う

注
意

喚
起

し
た

。
2
1
、

2
3

１
．

2
)
教

員
に

よ
る

改
善

報
告

書
の

作
成

を
行

う
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

改
善

報
告

書
は

年
度

ご
と

の
改

善
点

が
一

覧
で

見
ら

れ
る

た
め

、
改

善
点

の
推

移
が

見
や

す
い

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。

6
1
-
7
0
各

領
域

に
お

い
て

各
科

目
の

実
施

・
評

価
等

を
行

っ
た

6
1
-
7
0
同

左
6
1
-
7
0
各

領
域

に
お

い
て

将
来

に
向

け
た

発
展

方
策

・
課

題
を

挙
げ

た
。

5
8
-
6
0
授

業
科

目
一

覧

○
2
0
2
0
年

度
版

履
修

の
て

び
き

3
0

卒
業

要
件

・
取

得
資

格

○
大

阪
医

科
薬

科
大

学
看

護
学

部
 
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
い

た
2
0
2
0
年

度
デ

ー
タ

に
よ

る
ポ

リ
シ

ー
の

検
証

2
2

学
生

8
8
名

の
う

ち
8
7
名

は
1
2
7
単

位
以

上
履

修
。

う
ち

1
名

は
後

期
に

休
学

し
た

。

○
2
0
2
0
年

度
年

報
4
4

3
.
 
就

職
活

動
及

び
内

定
状

況
の

把
握

4
4

3
.
 
就

職
活

動
及

び
内

定
状

況
の

把
握

は
就

業
調

査
票

に
て

行
い

、
2
0
2
1
年

2
月

に
卒

業
年

次
生

全
員

の
進

路
が

決
定

し
た

こ
と

を
確

認
し

、
学

部
教

授
会

で
報

告
し

た
。

4
5

1
．

就
職

活
動

及
び

就
業

調
査

票
は

、
ユ

ニ
パ

で
の

提
出

に
変

更
し

9
0
％

以
上

の
回

収
率

を
得

、
集

計
作

業
の

簡
便

化
に

も
つ

な
が

り
、

後
輩

へ
の

情
報

提
供

の
迅

速
化

を
は

か
る

こ
と

が
で

き
る

。

4
5

2
．

就
職

活
動

及
び

就
業

調
査

票
は

、
ユ

ニ
パ

で
の

提
出

を
継

続
し

、
集

計
作

業
の

簡
便

化
、

後
輩

へ
の

情
報

提
供

の
迅

速
化

を
は

か
る

。

○
H
P
(
就

職
支

援
)

*
6

H
P
内

に
就

職
情

報
、

就
職

・
キ

ャ
リ

ア
サ

ポ
ー

ト
、

就
職

に
関

す
る

各
種

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
、

就
職

・
進

路
状

況
、

主
な

就
職

先
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。

卒
業

生
8
7
名

中
就

職
者

8
2
名

（
9
4
.
3
%
）

、
進

学
者

5
名

（
5
.
7
%
）

で
あ

っ
た

。

・
卒

業
時

到
達

目
標

の
自

己
評

価
○

2
0
2
0
年

度
年

報
3
2

1
．

 
ア

セ
ス

メ
ン

ト
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

い
た

学
修

成
果

の
把

握
2
)
 
デ

ィ
プ

ロ
ー

マ
ポ

リ
シ

ー
基

づ
く

卒
業

時
看

護
実

践
能

力
到

達
度

調
査

の
実

施
3
2

1
．

ア
セ

ス
メ

ン
ト

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
い

た
学

修
成

果
の

把
握

2
)
 
D
P
に

基
づ

い
た

卒
業

時
看

護
実

践
能

力
到

達
度

調
査

の
実

施 全
学

生
を

対
象

に
調

査
を

実
施

し
、

報
告

書
を

ま
と

め
た

。
3
3

1
．

1
)
 
D
P
に

基
づ

い
た

卒
業

時
看

護
実

践
能

力
到

達
度

調
査

を
全

学
年

の
学

生
に

行
っ

た
こ

と
で

学
年

毎
の

学
修

成
果

の
把

握
が

で
き

、
次

年
度

か
ら

の
教

育
改

善
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
る

。
3
3

1
．

ア
セ

ス
メ

ン
ト

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
い

た
学

修
成

果
の

把
握

と
教

育
へ

の
活

用

評
価

解
釈

①
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

目
標

を
達

成
し

て
い

る
P
D
C
A
が

な
さ

れ
て

い
る

小
項

目

看
護

技
術

経
験

表
評

価
調

査
を

実
施

・
評

価
し

て
い

る

総
合

評
価

中
項

目

○
2
0
2
0
年

度
年

報

3
2

2
．

 
現

行
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

運
営

評
価

の
実

施
1
)
 
常

勤
教

員
を

対
象

と
し

た
調

査
2
)
 
学

生
を

対
象

と
し

た
調

査
3
)
 
4
年

生
を

対
象

と
し

た
調

査
3
．

 
2
0
2
2
年

度
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

正
に

向
け

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
検

討
の

実
施

4
．

 
2
0
2
2
年

度
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

正
に

関
す

る
文

部
科

学
省

申
請

へ
の

手
続

き
の

準
備

一
部

実
施

に
向

け
た

検
討

が
な

さ
れ

て
い

る

P
D
C
A
が

な
さ

れ
て

い
な

い

卒
業

生
就

職
先

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

・
評

価
し

て
い

る

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

ス
キ

ル
テ

ス
ト

を
実

施
・

評
価

し
て

い
る

・
修

得
単

位
数

・
卒

業
先

評
価

③
雇

用
者

は
卒

業
生

の
能

力
に

満
足

し
て

い
る

②
社

会
人

基
礎

力
を

身
に

つ
け

て
い

る

○
2
0
2
0
年

度
年

報
（

看
護

学
教

育
セ

ン
タ

ー
）

・
各

科
目

評
価

備
考

3
2
，

3
3

現
行

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
運

営
評

価
の

実
施

1
)
 
常

勤
教

員
を

対
象

と
し

た
調

査
常

勤
教

員
を

対
象

に
、

現
行

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
評

価
と

課
題

・
必

要
な

改
正

に
つ

い
て

意
見

調
査

を
行

っ
た

（
2
0
2
0
年

8
月

）
。

得
ら

れ
た

意
見

は
改

正
案

作
成

の
参

考
と

し
た

。
2
)
 
学

生
を

対
象

と
し

た
調

査
4
年

生
を

対
象

に
、

現
行

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
対

す
る

評
価

と
意

見
を

問
う

ア
ン

ケ
ー

ト
を

行
っ

た
（

2
0
2
0
年

8
月

）
．

回
答

者
の

約
9
割

は
お

お
む

ね
適

切
で

あ
る

と
回

答
し

た
．

2
年

生
・

3
年

生
の

総
代

副
総

代
に

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

改
正

案
を

説
明

し
意

見
を

求
め

た
（

2
0
2
1
年

3
月

）
。

新
科

目
や

開
講

期
変

更
等

は
よ

い
と

思
う

と
の

意
見

で
あ

っ
た

。
3
．

2
0
2
2
年

度
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

正
に

向
け

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
検

討
の

実
施

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

委
員

会
中

心
に

4
回

に
わ

た
る

全
体

会
議

を
開

催
し

た
．

ま
た

、
学

科
会

議
で

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

改
正

の
内

容
を

全
教

員
で

共
有

し
た

。
1
)
 
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
検

討
全

体
会

議
の

開
催

本
会

議
の

コ
ア

メ
ン

バ
ー

は
、

各
領

域
の

責
任

者
お

よ
び

科
目

責
任

者
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

委
員

と
し

、
会

議
へ

の
参

加
者

は
基

本
的

に
オ

ー
プ

ン
と

し
た

。
2
)
 
検

討
内

容
検

討
内

容
は

、
①

現
行

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
検

討
課

題
等

や
教

員
と

4
年

生
を

対
象

と
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

の
共

有
と

、
②

各
領

域
か

ら
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
や

科
目

に
対

す
る

意
見

の
共

有
を

行
っ

た
上

で
、

③
教

育
目

的
、

教
育

目
標

、
3
ポ

リ
シ

ー
、

④
教

育
課

程
編

成
の

考
え

方
と

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

ポ
リ

シ
ー

の
一

貫
性

、
⑤

基
礎

科
目

、
専

門
基

礎
科

目
、

専
門

科
目

の
科

目
区

分
、

科
目

内
容

、
新

設
科

目
、

単
位

数
等

及
び

科
目

配
置

、
⑥

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

実
習

計
画

（
案

）
、

⑦
学

年
目

標
（

案
）

、
⑧

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

進
級

及
び

履
修

要
件

改
訂

（
案

）
に

つ
い

て
検

討
を

行
っ

た
。

ま
た

、
⑨

保
健

師
科

目
・

助
産

師
科

目
の

指
定

規
則

改
正

に
伴

う
科

目
内

容
、

新
設

科
目

、
単

位
数

に
つ

い
て

検
討

を
行

っ
た

。
そ

し
て

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

及
び

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

ツ
リ

ー
は

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
変

更
に

合
わ

せ
て

修
正

し
、

全
体

を
報

告
書

と
し

て
ま

と
め

た
。

4
．

2
0
2
2
年

度
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

正
に

関
す

る
文

部
科

学
省

申
請

へ
の

手
続

き
の

準
備

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
検

討
を

踏
ま

え
て

申
請

に
必

要
な

書
類

を
看

護
学

事
務

課
と

協
働

し
て

作
成

し
、

申
請

に
必

要
な

学
内

手
続

き
お

よ
び

書
類

の
準

備
を

行
っ

た
。

1
．

3
)
 
2
0
2
2
年

度
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

正
に

向
け

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
検

討
第

4
次

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

改
正

で
残

さ
れ

た
課

題
や

本
学

部
の

強
み

と
課

題
を

踏
ま

え
て

、
本

学
の

特
色

で
あ

る
多

職
種

連
携

教
育

の
強

化
を

し
つ

つ
、

時
代

の
要

請
に

対
応

で
き

る
人

材
育

成
を

め
ざ

し
て

、
科

目
内

容
及

び
単

位
数

、
科

目
配

置
の

検
討

が
で

き
た

。

3
3

3
3

2
．

教
育

セ
ン

タ
ー

と
協

働
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
検

討

就
職

活
動

お
よ

び
内

定
状

況
に

つ
い

て
、

教
員

間
で

も
共

有
さ

れ
て

い
る

。
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資
料

根
拠

資
料

の
公

開
有

無
根

拠
資

料
頁

P
頁

D
頁

C
頁

A
評

価
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
評

価
委

員
コ

メ
ン

ト

・
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
ス

キ
ル

テ
ス

ト
○

2
0
2
0
年

度
年

報
3
2

1
.
1
）

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

ス
キ

ル
テ

ス
ト

の
実

施
3
2

1
.
1
）

「
対

象
者

（
時

期
）

は
2
0
2
0
年

度
生

（
1
年

次
前

期
）

お
よ

び
2
0
1
8
年

度
生

（
3
年

次
末

）
で

あ
る

こ
と

、
学

生
に

は
批

判
的

・
協

働
的

・
創

造
的

思
考

力
の

個
人

結
果

レ
ポ

ー
ト

を
活

用
し

在
学

中
と

就
活

に
活

用
を

促
し

、
チ

ュ
ー

タ
ー

に
も

面
談

カ
ル

テ
（

ア
ン

ケ
ー

ト
追

加
）

を
指

導
の

参
考

と
し

た
こ

と
、

3
月

の
学

科
会

議
で

3
年

次
生

の
結

果
の

説
明

会
を

も
ち

全
教

員
で

そ
れ

を
共

有
し

、
教

育
改

善
に

つ
な

げ
る

場
と

し
た

こ
と

」
が

明
記

さ
れ

て
い

る
。

3
3

1
.
1
）

今
年

度
か

ら
1
年

生
を

対
象

に
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
ス

キ
ル

テ
ス

ト
を

実
施

し
た

た
め

、
学

年
の

傾
向

を
早

期
か

ら
把

握
で

き
た

。

2
0
2
0
年

度
年

報
4
4

5
. 

卒
業

生
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
4
4

5
.
 
卒

業
生

・
施

設
ア

ン
ケ

ー
ト

は
、

合
同

実
施

の
教

育
セ

ン
タ

ー
と

検
討

し
毎

年
、

継
続

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

4
5

卒
業

生
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

よ
り

、
施

設
側

、
学

生
と

も
生

命
の

尊
重

や
向

上
心

は
優

れ
て

い
る

点
が

高
評

価
で

あ
っ

た
。

4
5

4
.
卒

業
生

、
施

設
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

か
ら

社
会

人
と

し
て

の
資

質
、

国
際

的
な

視
点

に
関

し
て

高
め

る
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

H
P
（

2
0
2
0
年

度
大

阪
医

科
大

学
看

護
学

部
の

卒
業

生
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

 
要

約
）

（
2
0
2
0
 
年

度
大

阪
医

科
大

学
看

護
学

部
卒

業
生

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
 
要

約
）

*
1
6

*
1
7

就
職

に
関

す
る

各
種

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
大

阪
医

科
大

学
看

護
学

部
生

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
要

約
が

公
開

さ
れ

て
い

る
。

○
2
0
2
0
年

度
年

報
1
8

6
．

実
習

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

実
施

8
．

教
育

環
境

整
備

の
充

実
2
1
，

2
2

6
.
実

習
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
実

施
記

入
率

の
向

上
を

目
的

と
し

て
、

①
実

習
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
記

入
時

期
（

4
年

生
は

統
合

看
護

学
実

習
終

了
時

、
3
年

生
は

看
護

実
践

と
理

論
の

週
、

2
年

生
は

基
礎

看
護

学
実

習
Ⅱ

終
了

時
）

に
ユ

ニ
パ

で
記

入
の

促
し

を
行

う
、

②
実

習
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

動
画

を
m
o
o
d
l
e
に

ア
ッ

プ
し

、
い

つ
で

も
視

聴
で

き
る

よ
う

に
す

る
、

と
い

っ
た

取
り

組
み

を
行

っ
た

。
学

生
と

教
員

を
対

象
に

、
実

習
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

行
っ

た
。

8
.
教

育
環

境
整

備
の

充
実

セ
ル

フ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
コ

ー
ナ

ー
の

活
用

を
目

的
と

し
、

領
域

別
実

習
前

の
8
月

と
基

礎
実

習
終

了
後

の
2
月

に
勉

強
会

を
実

施
し

た
。

8
月

は
5
1
名

、
2
月

は
1
3
名

の
参

加
が

あ
っ

た
。

参
加

者
は

自
己

の
学

習
課

題
に

沿
い

、
モ

デ
ル

等
を

活
用

し
て

い
た

。
フ

ィ
ジ

カ
ル

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
学

習
課

題
に

お
い

て
は

、
科

目
を

担
当

す
る

教
員

の
応

援
を

得
て

実
施

し
た

。
実

習
室

・
セ

ル
フ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

コ
ー

ナ
ー

の
使

用
方

法
に

一
部

齟
齬

が
あ

っ
た

た
め

、
共

通
し

た
運

営
方

針
を

作
成

し
た

。

2
3

1
．

2
)
 
実

習
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
関

す
る

こ
と

・
授

業
（

実
習

）
評

価
に

つ
い

て
は

そ
の

都
度

促
し

を
行

う
こ

と
で

高
い

回
答

率
を

維
持

で
き

て
い

る
（

前
期

科
目

6
1
.
1
%
、

後
期

科
目

6
8
.
3
%
）

。
授

業
改

善
報

告
書

は
2
0
1
8
年

度
に

開
始

後
、

今
年

度
で

3
年

目
と

な
り

年
度

別
で

改
善

点
の

推
移

が
見

や
す

く
な

っ
て

い
る

。
・

実
習

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

実
施

に
つ

い
て

は
、

学
生

・
教

員
と

も
に

実
習

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

目
標

を
概

ね
達

成
で

き
て

い
る

、
と

評
価

し
て

い
た

こ
と

も
あ

り
、

次
年

度
は

1
年

次
の

基
礎

看
護

学
実

習
Ⅰ

に
お

い
て

も
実

習
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
使

用
す

る
。

2
4

3
)
 
教

育
環

境
整

備
の

充
実

・
「

看
護

基
本

技
術

経
験

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
」

の
記

入
率

が
低

く
、

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、

実
習

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
を

活
用

し
た

学
習

状
況

の
把

握
に

課
題

が
あ

り
、

「
負

担
」

と
の

意
見

も
あ

っ
た

た
め

、
次

年
度

は
「

看
護

基
本

技
術

経
験

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
」

を
3
年

生
は

2
回

（
実

習
の

中
間

と
全

実
習

終
了

時
）

、
4
年

生
は

1
回

（
全

実
習

終
了

時
）

の
使

用
へ

と
変

更
す

る
。

×
2
0
2
0
年

度
　

看
護

基
本

技
術

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
の

ま
と

め
各

年
次

終
了

時
の

看
護

基
本

技
術

経
験

が
記

載
さ

れ
て

い
る

×
2
0
2
0
 
年

度
 
実

習
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
評

価
記

入
状

況
に

つ
い

て
記

載
さ

れ
て

い
る

。

・
前

年
度

の
課

題
で

あ
っ

た
実

習
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
記

入
率

を
高

め
る

た
め

に
、

今
年

度
は

、
①

実
習

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

記
入

時
期

（
4
 
年

生
は

統
合

看
護

学
実

習
終

了
時

、
3
 
年

生
は

看
護

実
践

と
理

論
の

週
、

2
 
年

生
は

基
礎

看
護

学
実

習
Ⅱ

終
了

時
）

に
、

ユ
ニ

パ
を

使
っ

て
記

入
の

促
し

を
行

う
、

②
実

習
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

動
画

を
m
o
o
d
l
e
 
に

ア
ッ

プ
し

、
い

つ
で

も
視

聴
で

き
る

よ
う

に
す

る
、

と
い

っ
た

取
り

組
み

を
行

っ
た

。
・

し
か

し
な

が
ら

、
前

年
度

と
同

様
に

、
「

看
護

基
本

技
術

経
験

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
」

の
記

入
率

が
低

い
状

況
で

あ
っ

た
。

・
1
2
 
月

に
実

施
し

た
学

生
と

教
員

に
実

施
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
で

は
、

学
生

・
教

員
と

も
に

、
実

習
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
目

標
を

概
ね

達
成

で
き

て
い

る
と

い
う

評
価

で
あ

っ
た

。
一

方
で

、
実

習
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
活

用
し

て
学

習
状

況
を

把
握

す
る

点
、

タ
イ

ム
リ

ー
に

記
入

す
る

と
い

う
点

に
課

題
が

あ
る

こ
と

が
示

さ
れ

、
「

負
担

に
な

っ
て

い
る

」
と

い
う

意
見

も
み

ら
れ

た
。

次
年

度
の

活
用

を
変

更
す

る
。

*
4

H
P
内

に
看

護
学

部
（

旧
 
大

阪
医

科
大

学
）

 
看

護
師

・
保

健
師

・
助

産
師

国
家

試
験

　
合

格
率

推
移

が
記

載
さ

れ
て

い
る

。

*
5

H
P
内

に
国

家
試

験
対

策
支

援
と

し
て

国
家

試
験

対
策

支
援

委
員

会
の

活
動

が
記

載
さ

れ
て

い
る

。

○
2
0
2
0
年

度
年

報
4
6

1
.
 
全

員
合

格
を

目
指

し
た

国
家

試
験

受
験

対
策

指
導

の
継

続
2
.
 
2
0
2
0
年

度
国

家
試

験
対

策
の

模
試

及
び

対
策

講
座

の
実

施
3
.
 
2
0
2
1
年

度
国

家
試

験
対

策
の

企
画

及
び

予
算

案
の

作
成

4
.
 
国

家
試

験
対

策
活

動
の

保
護

者
へ

の
周

知
5
.
 
模

試
成

績
不

良
者

の
対

策
：

講
座

へ
の

出
席

率
を

向
上

さ
せ

る
方

策
の

検
討

、
チ

ュ
ー

タ
ー

と
の

情
報

共
有

及
び

さ
ら

な
る

協
働

方
法

の
検

討
6
.
 
 
国

家
試

験
対

策
（

模
試

お
よ

び
対

策
講

座
）

の
評

価

4
6
-
4
9

2
)
～

9
)
.
模

試
と

対
策

講
座

、
国

試
対

策
関

連
の

図
書

購
入

、
チ

ュ
ー

タ
ー

と
の

情
報

共
有

、
看

護
師

国
試

対
策

勉
強

会
、

保
健

師
・

助
産

師
国

試
対

策
、

自
己

採
点

会
、

学
生

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト

4
9

1
．

1
）

第
1
1
0
回

看
護

師
国

家
試

験
は

受
験

生
8
7
名

中
8
6
名

が
合

格
し

た
（

全
国

平
均

9
0
.
4
％

）
。

第
1
0
7
回

保
健

師
国

家
試

験
は

受
験

生
3
7
名

が
全

員
合

格
し

た
（

全
国

平
均

9
4
.
3
％

）
。

第
1
0
4
回

助
産

師
国

家
試

験
は

受
験

生
7
名

が
全

員
合

格
し

た
（

全
国

平
均

9
9
.
6
％

）
。

2
）

W
e
b
を

活
用

し
た

情
報

提
供

、
学

習
支

援
は

有
効

で
あ

っ
た

。
2
.
 
1
）

模
擬

試
験

は
緊

張
感

の
中

で
受

験
す

る
練

習
の

た
め

対
面

形
式

の
機

会
を

何
度

か
設

け
る

。

4
9

1
．

こ
れ

ま
で

模
試

と
対

策
講

座
に

つ
い

て
は

特
定

の
業

者
を

中
心

と
し

た
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

組
ん

で
き

た
が

、
学

生
に

と
っ

て
勉

強
し

や
す

い
方

法
や

媒
体

を
少

し
で

も
増

や
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

W
e
b
上

で
の

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
等

の
利

用
な

ど
、

多
角

的
に

検
討

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
2
．

不
合

格
者

へ
の

継
続

し
た

具
体

的
な

支
援

方
法

を
決

定
す

る
。

注
）

「
2
0
2
0
年

度
年

報
」

は
「

大
阪

医
科

大
学

看
護

学
部

・
大

阪
医

科
大

学
大

学
院

看
護

学
研

究
科

 
年

報
 
2
0
2
0
年

度
」

を
指

す

H
P
資

料
：

H
P
内

の
U
R
L

*
6
 
 
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
o
m
p
u
.
a
c
.
j
p
/
c
a
m
p
u
s
l
i
f
e
/
n
u
r
s
i
n
g
/
s
u
p
p
o
r
t
.
h
t
m
l

*
1
6
 
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
o
m
p
u
.
a
c
.
j
p
/
c
a
m
p
u
s
l
i
f
e
/
n
u
r
s
i
n
g
/
v
9
o
a
k
0
0
0
0
0
0
0
4
8
b
9
-
a
t
t
/
f
2
p
j
g
c
0
0
0
0
0
0
1
p
d
v
.
p
d
f

*
1
7
 
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
o
m
p
u
.
a
c
.
j
p
/
c
a
m
p
u
s
l
i
f
e
/
n
u
r
s
i
n
g
/
v
9
o
a
k
0
0
0
0
0
0
0
4
8
b
9
-
a
t
t
/
o
f
2
v
m
g
0
0
0
0
0
0
f
x
z
6
.
p
d
f

*
4
 
 
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
o
m
p
u
.
a
c
.
j
p
/
e
d
u
c
a
t
i
o
n
/
f
_
n
u
r
s
i
n
g
/
e
x
a
m
.
h
t
m
l

*
5
 
 
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
o
m
p
u
.
a
c
.
j
p
/
e
d
u
c
a
t
i
o
n
/
f
_
n
u
r
s
i
n
g
/
c
u
r
r
i
c
u
l
u
m
/
e
x
a
m
i
n
a
t
i
o
n
.
h
t
m
l

・
卒

業
生

就
職

先
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

・
看

護
技

術
経

験
表

評
価

調
査

・
資

格
取

得
：

国
試

合
格

率

○
H
P
(
看

護
師

・
保

健
師

・
助

産
師

国
家

試
験

)
(
国

家
試

験
対

策
支

援
)

※
1
年

生
の

結
果

の
詳

細
に

つ
い

て
は

、
9
月

の
学

科
会

議
の

場
で

、
教

員
間

で
共

有
し

た
。

○

備
考

―  23  ―



資
料

3-
5
．

20
2
1
年

度
 
大

阪
医

科
薬

科
大

学
看

護
学

部
 課

程
レ

ベ
ル

（
学

部
レ

ベ
ル

）
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

評
価

大
項

目
 
5
．

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー

Ａ
…

十
分

に
実

施
さ

れ
て

い
る

Ｂ
…

概
ね

実
施

さ
れ

て
い

る

Ｃ
…

大
幅

な
見

直
し

、
改

善
が

必
要

資
料

根
拠

資
料

の
公

開
有

無
根

拠
資

料
頁

P
頁

D
頁

C
頁

A
評

価
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
評

価
委

員
コ

メ
ン

ト

○
2
0
2
0
年

度
履

修
の

て
び

き
3

同
上

3
同

上

○
H
P
(
看

護
学

部
入

試
情

報
 令

和
3

（
2
0
2
1
）

年
度

　
看

護
学
部

入
学

試
験
結

果
に

つ
い

て
)

*
1
9

入
試

ご
と

に
志

願
者

数
、

受
験

者
数

、
合

格
者

数
、

入
学

者
数

、
競

争
率

、
受

験
者

平
均

点
、

合
格

者
最

低
点

、
繰

り
上

げ
合

格
候

補
者

最
低

点
が

明
記

さ
れ

て
い

る
。

○
大

阪
医

科
薬

科
大

学
看

護
学

部
ア

セ
ス
メ

ン
ト

・
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

い
た

2
0
2
0
年
度

デ
ー

タ
に

よ
る

3
ポ

リ
シ

ー
の

検
証

3
2
0
2
0
年

度
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

は
コ

ロ
ナ

禍
の

た
め

9
月

に
小

規
模

で
実

施
。

3

コ
ロ

ナ
禍

で
オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
が

充
分

に
実

施
で
き

な
か

っ
た

が
、

志
願

者
が

減
少

し
な
か

っ
た

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
ま

た
、
建

学
の

精
神

入
試

は
2

回
目

に
な

る
が
、

応
募

者
が

増
加

し
、

社
会

人
も

入
学
し

て
お

り
、

多
様

な
人

材
確

保
に

つ
な
が

っ
て

い
る

。

3

引
き

続
き

優
秀

な
人

材
を

確
保

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

　
建

学
の

精
神

入
試

を
実

施
し

、
才

能
を

持
っ

た
多

様
な

学
生

を
確

保
す

る
。

※
社

会
人

も
応

募
可

能

備
考

中
項

目
小

項
目

A
P
①

～
⑥

の
基

盤
と

な
る

基
礎

学
力

と
応

用
力

が
示

さ
れ

て
い

る
A
P
①

～
⑥

に
か

か
わ

る
入

学
者

選
抜

方
法

が
示

さ
れ

て
い

る
A
P
①

～
⑥

の
状

況
に

つ
い

て
外

部
指

標
を

用
い

て
評

価
し

て
い

る

①
人

間
の

健
康

と
生

活
の

営
み

に
関

心
の

あ
る

人
を

受
け

入
れ

て
い

る

②
他

者
の

気
持

ち
や

立
場

を
理

解
し

、
思

い
や

り
を

も
っ

て
関

わ
る

こ
と

が
で

き
る

人
を

受
け

入
れ

て
い

る

③
看

護
学

を
学

ぶ
う

え
で

基
盤

と
な

る
基

礎
学

力
と

応
用

力
を

も
っ

て
い

る
人

を
受

け
入

れ
て

い
る

⑤
研

究
心

を
も

ち
、

自
ら

課
題

を
見

出
し

て
学

ぶ
意

欲
の

あ
る

人
を

受
け

入
れ

て
い

る

⑥
看

護
学

を
学

び
、

地
域

社
会

及
び

国
際

社
会

に
貢

献
し

た
い

人
を

受
け

入
れ

て
い

る

④
他

者
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
り

協
力

し
て

行
動

で
き

る
人

を
受

け
入

れ
て

い
る

・
求

め
る

人
材

像
、

大
学

入
学

ま
で

に
身

に
付

け
て

お
く

べ
き

教
科

・
科

目
等

・
入

学
者

選
抜

基
本

方
針

・
入

学
試

験
の

志
願

者
数

と
志

願
倍

率

○

総
合
評
価

評
価

解
釈

P
D
C
A
が

な
さ

れ
て

い
る

一
部

実
施

に
向

け
た

検
討

が
な

さ
れ

て
い

る

P
D
C
A
が

な
さ

れ
て

い
な

い

H
P
（

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
（

入
学

者
受

入
の

方
針

）
）

*
1
8

・
求

め
る

人
材

像
と

し
て

、
以

下
の

1
～

6
が

明
記

さ
れ

て
い

る
。

1
.
 
人

間
の

健
康

と
生

活
の

営
み

に
関

心
の

あ
る

人
2
.
 
他

者
の

気
持

ち
や

立
場

を
理

解
し

、
思

い
や

り
を

も
っ

て
か

か
わ

る
こ

と
が

で
き

る
人

3
.
 
看

護
学

を
学

ぶ
う

え
で

基
盤

と
な

る
基

礎
学

力
と

応
用

力
を

も
っ

て
い

る
人 4
.
 
他

者
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
り

協
力

し
て

行
動

で
き

る
人

5
.
 
研

究
心

を
も

ち
、

自
ら

課
題

を
見

出
し

て
学

ぶ
意

欲
の

あ
る

人
6
.
 
看

護
学

を
学

び
、

地
域

社
会

及
び

国
際

社
会

に
貢

献
し

た
い

人
・

大
学

入
学

ま
で

に
身

に
つ

け
て

お
く

べ
き

教
科

・
科

目
等

と
し

て
、

以
下

の
1
～

5
が

明
記

さ
れ

て
い

る
。

1
.
 
国

語
に

つ
い

て
は

、
読

解
力

、
表

現
力

、
文

章
構

成
力

2
.
 
数

学
に

つ
い

て
は

、
「

数
学

Ⅰ
」

「
数

学
A
」

の
知

識
に

加
え

、
論

理
的

思
考

力
3
.
 
理

科
に

つ
い

て
は

、
「

化
学

基
礎

」
「

生
物

基
礎

」
の

知
識

に
加

え
、

科
学

的
思

考
力

と
探

求
力

4
.
 
英

語
に

つ
い

て
は

、
読

解
力

、
表

現
力

に
加

え
て

、
国

際
社

会
の

人
々

と
自

ら
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

ろ
う

と
す

る
力

5
.
 
地

理
歴

史
・

公
民

に
つ

い
て

は
、

世
界

史
、

日
本

史
、

地
理

、
現

代
社

会
、

倫
理

、
政

治
・

経
済

の
基

礎
知

識
に

加
え

、
国

際
人

と
し

て
良

識
あ

る
行

動
が

と
れ

る
力

・
入

学
者

選
抜

基
本

方
針

に
つ

い
て

以
下

の
よ

う
に

明
記

さ
れ

て
い

る
。

看
護

学
部

で
は

、
人

材
育

成
の

目
的

を
達

成
す

る
た

め
、

学
士

力
（

①
知

識
・

理
解

；
文

化
、

社
会

、
自

然
等

、
②

汎
用

的
技

能
；

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ス

キ
ル

、
数

量
的

ス
キ

ル
、

問
題

解
決

能
力

等
、

③
態

度
・

志
向

性
；

自
己

管
理

力
、

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

、
倫

理
観

、
社

会
的

責
任

等
、

総
合

的
な

学
習

経
験

と
創

造
的

思
考

力
）

を
身

に
つ

け
た

看
護

職
者

を
育

成
し

、
4
年

間
で

看
護

師
国

家
試

験
、

さ
ら

に
保

健
師

と
助

産
師

を
選

択
し

た
学

生
に

各
々

の
国

家
試

験
に

合
格

す
る

よ
う

に
教

育
す

る
。

入
学

者
の

選
抜

方
法

と
し

て
、

「
建

学
の

精
神

」
入

学
試

験
(
専

願
制

)
、

学
校

推
薦

型
選

抜
（

併
願

制
）

、
一

般
選

抜
(
2
科

目
入

試
、

3
科

目
入

試
)
、

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
利

用
選

抜
を

実
施

し
て

い
る

。
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資
料

根
拠

資
料

の
公

開
有

無
根

拠
資

料
頁

P
頁

D
頁

C
頁

A
評

価
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
評

価
委

員
コ

メ
ン

ト

・
入

学
時

調
査

（
新

入
生

の
出

身
校

評
定

）
×

出
願

書
類

（
成

績
証

明
書

）

・
入

試
制

度
別

の
成

績
調

査
○

大
阪

医
科

薬
科

大
学

看
護

学
部

ア
セ

ス
メ

ン
ト

・
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

い
た

2
0
2
0
年
度

デ
ー

タ
に

よ
る

3
ポ

リ
シ

ー
の

検
証

4
3
.
入

試
制

度
評

価
　

1
）

入
試

制
度

別
成

績
4

入
学

試
験

別
の

入
学

後
の

成
績

（
1
年

次
G
P
A
）

の
分

布
図

が
示

さ
れ

て
い

る
。

4

入
学

試
験

別
に
み

る
と

G
P
A
平

均
値

の
差

が
0
.2
7
と

大
き

い
。

1
年

次
の

G
P
A
平

均
値

は
、

一
般
入

試
（

2
科

目
）

と
推

薦
併

願
で

入
学
し

た
学

生
が

最
も

高
く

、
建

学
の

精
神

入
試

の
学

生
が

最
も

低
い

。
入

学
年
度

に
よ

っ
て

異
な

る
た

め
、

経
年

的
に
評

価
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

4

一
般

入
試

（
2
科

目
）
の

学
生

の
偏

差
値

が
上

昇
し

、
G
P
A
も

上
昇

し
て

い
る

が
、

今
後

の
動

向
の

解
析

を
行

う
。

・
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
ス

キ
ル

テ
ス

ト
○

2
0
2
0
年

度
年

報
3
2

1
.
1
）

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

ス
キ

ル
テ

ス
ト

の
実

施
3
2

1
.
1
）

「
対

象
者

（
時

期
）

は
2
0
2
0
年

度
生

（
1
年

次
前

期
）

お
よ

び
2
0
1
8
年

度
生

（
3
年

次
末

）
で

あ
る

こ
と

、
学

生
に

は
批

判
的

・
協

働
的

・
創

造
的

思
考

力
の

個
人

結
果

レ
ポ

ー
ト

を
活

用
し

在
学

中
と

就
活

に
活

用
を

促
し

、
チ

ュ
ー

タ
ー

に
も

面
談

カ
ル

テ
（

ア
ン

ケ
ー

ト
追

加
）

を
指

導
の

参
考

と
し

た
こ

と
、

3
月

の
学

科
会

議
で

3
年

次
生

の
結

果
の

説
明

会
を

も
ち

全
教

員
で

そ
れ

を
共

有
し

、
教

育
改

善
に

つ
な

げ
る

場
と

し
た

こ
と

」
が

明
記

さ
れ

て
い

る
。

3
3

1
.
1）

今
年

度
か
ら

1
年

生
を

対
象

に
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
ス

キ
ル

テ
ス

ト
を

実
施

し
た

た
め

、
学

年
の

傾
向

を
早

期
か

ら
把

握
で

き
た

。

注
）

「
2
0
2
0
年

度
年

報
」

は
「

大
阪

医
科

大
学

看
護

学
部

・
大

阪
医

科
大

学
大

学
院

看
護

学
研

究
科

 
年

報
 
2
0
2
0
年

度
」

を
指

す

H
P
資

料
：

H
P
内

の
U
R
L

*
1
8
 
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
o
m
p
u
.
a
c
.
j
p
/
e
d
u
c
a
t
i
o
n
/
f
_
n
u
r
s
i
n
g
/
p
o
l
i
c
y
/
a
d
m
i
s
s
i
o
n
_
p
o
l
i
c
y
.
h
t
m
l

*
1
9
 
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
o
m
p
u
.
a
c
.
j
p
/
a
d
m
i
s
s
i
o
n
/
u
n
d
e
r
g
r
a
d
u
a
t
e
/
q
t
9
3
1
k
0
0
0
0
0
0
8
0
5
t
-
a
t
t
/
q
t
9
3
1
k
0
0
0
0
0
0
9
l
e
6
.
p
d
f

※
1
年

生
の

結
果

の
詳

細
に

つ
い

て
は

、
9
月

の
学

科
会

議
の

場
で

、
教

員
間

で
で

共
有

し
た

。

備
考

―  25  ―



資
料

3
-
6．

2
0
2
1
年

度
 
大

阪
医
科

薬
科

大
学

看
護

学
部
 
課

程
レ
ベ

ル
（

学
部
レ

ベ
ル

）
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

評
価

大
項

目
 
6
．

改
善

Ａ
…

十
分

に
実

施
さ

れ
て

い
る

Ｂ
…

概
ね

実
施

さ
れ

て
い

る

Ｃ
…

大
幅

な
見

直
し

、
改

善
が

必
要

資
料

根
拠

資
料

の
公

開
有

無
根

拠
資

料
頁

P
頁

D
頁

C
頁

A
評

価
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
評

価
委

員
コ

メ
ン

ト

・
学

科
会

議
議

事
録

×
2
0
2
0
年

度
第

1
～

1
1
回

看
護

学
部

学
科

会
議

議
事

要
旨

：
公

開
資

料
な

し
-

毎
月

第
3
水

曜
日

に
行

わ
れ

る
全

教
員

が
参

加
す

る
定

例
会

議
。

-

必
要

時
、

全
教

員
で

協
議

す
べ

き
事

項
を

協
議

事
項

と
し

、
ま

た
、

各
セ

ン
タ

ー
、

各
委

員
会

な
ど

か
ら

の
定

期
的

な
報

告
等

を
報

告
事

項
と

し
て

実
施

-

c
o
v
i
d
-
1
9
に

よ
る

緊
急

事
態

宣
言

の
た

め
、

第
1
～

4
回

ま
で

は
、

メ
イ

ル
会

議
と

な
っ

た
。

5
回

以
降

、
対

面
で

開
催

さ
れ

て
い

る
。

-

2
0
2
0
年

度
も

継
続

し
て

行
う

（
但

し
開

催
方

法
は

、
c
o
v
i
d
-
1
9
の

対
策

の
観

点
か

ら
z
o
o
m
に

よ
る

w
e
b
開

催
の

場
合

も
あ

り
得

る
）

・
3
セ

ン
タ

ー
（

看
護

実
践

研
究

セ
ン

タ
ー

、
看

護
学

教
育

セ
ン

タ
ー

、
学

生
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
）

活
動

報
告

○

2
0
2
0
年

度
年

報
（

た
だ

し
2
0
2
0
年

度
各

セ
ン

タ
ー

議
事

録
：

公
開

資
料

な
し

、
学

内
教

職
員

の
み

閲
覧

可
能

）

1
4
～

3
4

各
セ

ン
タ

ー
の

目
的

を
明

確
に

し
、

目
標

達
成

の
た

め
の

今
年

度
の

計
画

と
活

動
概

要
、

評
価

と
将

来
に

向
け

た
発

展
方

策
と

課
題

を
文

書
で

共
有

-
3
セ

ン
タ

ー
と

も
年

報
に

お
い

て
P
D
C
A
に

基
づ

い
て

記
載

-
３

セ
ン

タ
ー

と
も

将
来

に
向

け
た

発
方

策
・

課
題

を
明

記
-

2
0
2
1
年

度
看

護
学

部
活

動
計

画
に

反
映

さ
せ

る

2
0
2
0
年

度
年

報
4
4

5
.
 
卒

業
生

・
施

設
ア

ン
ケ

ー
ト

は
，

合
同

実
施

の
教

育
セ

ン
タ

ー
と

検
討

し
毎

年
、

継
続

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

4
5

卒
業

生
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

よ
り

、
施

設
側

、
学

生
と

も
生

命
の

尊
重

や
向

上
心

は
優

れ
て

い
る

点
が

高
評

価
で

あ
っ

た
。

4
5

4
.
卒

業
生

、
施

設
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

か
ら

社
会

人
と

し
て

の
資

質
、

国
際

的
な

視
点

に
関

し
て

高
め

る
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

H
P
（

2
0
2
0
年

度
大

阪
医

科
大

学
看

護
学

部
の

卒
業

生
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

 
要

約
）

（
2
0
2
0
 
年

度
大

阪
医

科
大

学
看

護
学

部
卒

業
生

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
要

約
）

*
1
6

*
1
7

就
職

に
関

す
る

各
種

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
大

阪
医

科
大

学
看

護
学

部
生

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
要

約
　

が
公

開
さ

れ
て

い
る

。

・
学

生
か

ら
の

要
望

に
対

す
る

対
応

　
学

生
・

教
員

懇
談

会
　

意
見

箱
の

運
用

○
2
0
2
0
年

度
年

報
2
5

6
.
（

学
生

か
ら

の
要

望
に

対
す

る
対

応
）

意
見

箱
の

運
用

、
懇

親
会

の
実

施
2
7

（
学

生
か

ら
の

要
望

に
対

す
る

対
応

）
意

見
箱

の
運

用
、

懇
親

会
の

実
施

・
意

見
箱

：
月

1
回

の
会

箱
と

し
た

今
年

度
の

当
初

は
、

1
件

で
あ

っ
た

。
学

生
懇

親
会

：
本

年
度

は
感

染
症

予
防

の
観

点
か

ら
集

合
で

の
懇

親
会

は
控

え
、

各
学

年
の

総
代

・
副

総
代

を
通

じ
て

意
見

を
集

約
し

た
。

2
9

ユ
ニ

パ
・

メ
ー

ル
の

や
り

取
り

で
4
7
件

の
要

望
（

重
複

あ
り

）
が

提
出

さ
れ

た
。

内
1
9
件

は
講

義
や

成
績

評
価

等
に

関
す

る
な

い
よ

う
で

あ
り

、
教

育
セ

ン
タ

ー
か

ら
の

解
答

も
集

約
し

て
、

2
月

に
ユ

ニ
パ

と
啓

示
に

よ
り

学
生

に
提

示
し

た
。

3
1

学
生

の
自

治
活

動
推

進
の

た
め

、
学

友
会

活
動

へ
の

参
加

、
新

入
生

学
外

が
祝

へ
の

在
校

生
の

参
加

や
懇

親
会

へ
の

参
加

者
の

増
加

、
学

年
縦

割
り

の
交

流
会

を
設

け
る

な
ど

の
運

営
が

で
き

る
よ

う
に

支
援

す
る

。

注
）

「
2
0
2
0
年

度
年

報
」

は
「

大
阪

医
科
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資料4-1.2021年度 大阪医科薬科大学看護学部　課程レベル（学部レベル）のカリキュラム評価 評価 解釈

Ａ…十分に整備されてい
る

PDCAがなされている

Ｂ…概ね整備されている
一部実施に向けた検討がなされて
いる

大大項項目目  １１．．デディィププロロママポポリリシシーー
Ｃ…大幅な見直し、改善
が必要

PDCAがなされていない

中項目 委員A 委員B 委員C 委員D 委員E
学内委員

（委員Ｆ～Ｊ）

① A A A A A A

② A B B B B A

③ A A A A A A

④ A B A A A A

⑤ A A A A A A

資料 委員A 委員B 委員C 委員D 委員E
学内委員

（委員Ｆ～Ｊ）

・卒業演習評価 A A A A A B

・GPA（累積GPA・単年GPA） A A A A A A

・休学率、退学率 A A A A A A

・卒業時到達目標の自己評価 A A A A A A

・資格取得：国試合格率 A A A A A A

・学勢調査の結果から全体で70%未満であり、2019年度より
低下しているため改善が必要

コメント

・チューター以外の先生と面談できる機会が欲しい。
・対面・オンラインでの違いや改善理由が明らかであると
評価しやすい
・科目間の評価の平準化が検討されており、学修指導にも
適切に活用されています。今後、取り組みの評価を踏ま
え、学修指導や成績の平準化の促進が期待されます。

・コロナ対策に関して、適切に対応・運営していると考え
ます。
・Zoomでのスライドショー共有が円滑に行えず、卒業論文
発表会が３０分ほど押した。そのため、マニュアルや事務
員が待機するなど対応を考えた方が良いのでは？
・ICT環境に適切に対応された卒業演習の領域決定と発表会
の運営をされており、今後の授業評価が期待されます。

 ・卒業時看護実践能力到達度調査により学修成果を把握さ
れており、今後の教育改善への活用が期待されます。

 ・素晴らしい成績です。多角的に支援している成果だと思
います。是非とも継続してください。
 ・高い合格率を維持されており、国試対策に尽力されてお
られるのがわかります。

・参考までの質問です。3ポリシーの検証はHPに公開されて
いるのでしょうか。
・学籍移動について関係機関と連携を取り対応されてお
り、教員間で共有されていると考えます。
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資料 委員A 委員B 委員C 委員D 委員E
学内委員

（委員Ｆ～Ｊ）
コメント

・進学率・就職率 A B A A A A

・学勢調査 A A A A B A

・正課外活動ポートフォリオ A A A C B A

・正課外ポートフォリオの有用性について十分に理解して
いない学生が未だたくさんいるのではないかと感じた。
・参考までの質問です。正課外活動・学生生活に関係する
アンケート調査結果を評価する項目はありますでしょう
か。例：「第2部：看護学部」の冊子を評価する項目。
・時間を要するにもかかわらず回答によるメリットが学生
に伝わっていないため、回答率が低いと考えられる
・学生への周知が実施されておりますが、新型コロナ感染
拡大の状況で学生の入力の割合に影響したことがうかがえ
ます。

・2020年度の学勢調査は、HPには準備中となっており、調
査内容を見直し、実施されていることは把握できますが、
今後の公開が期待されます。

・A項目の4について、社会人としての資質、国際的な視点
に関して高めることが課題であると記載があるが、Aとして
何を行うかがわかりづらい
・病院以外の就職サポートが不十分
・新型コロナ感染拡大の影響がある状況で、全員が就職か
進学をされており、就職ガイダンスなどの効果的な学生支
援が行われていると思います
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2021年度 大阪医科薬科大学看護学部　課程レベル（学部レベル）のカリキュラム評価

大大項項目目  ２２．．環環境境

中項目 委員A 委員B 委員C 委員D 委員E
学内委員

（委員Ｆ～Ｊ）
評価 解釈

① A A A A A A
Ａ…十分に整備されてい
る

PDCAがなされている

② B A A B A B Ｂ…概ね整備されている
一部実施に向けた検討がなされて
いる

③ A A A A B A
Ｃ…大幅な見直し、改善
が必要

PDCAがなされていない

④ A A A B A A

資料 委員A 委員B 委員C 委員D 委員E
学内委員

（委員Ｆ～Ｊ）

・学内ICT状況
（キャンパスマップ、各階
平面図）

A A A A A B

・常勤教員数 A A A A B A

・文部科学省調査「指定
（認定）学校概況」等報告
書

A A A A A A

A A・設備 A A A B

・実習施設の実習指導者数が報告されている。

・常勤教員定数より2名不足しています。

コメント

・各自パソコン持参の授業があり、準備できない学生グ
ループがスマートフォンでzoomに参加しており、情報室の
ＰＣの使用を許して欲しかった。
・ノートパソコンの貸出やWi-Fi環境の整備に取り組まれて
います。

・学生がアクティブラーニングに習熟しているかどうかを
確認していますでしょうか。
・看護学部のハードウェアは素晴らしいと思います。参考
までの質問です。他学の状況と比較して、本学のハード
ウェアを振り返ることはあるのでしょうか。例えば、シ
ミュレーション機材など。
・新型コロナ感染症に伴うオンライン授業の導入と整備：
非常に苦労されていると思います。現在の状況を教えてい
ただけますでしょうか。
・Zoomに接続しても出席していない学生がみられた。顔出
しや質疑応答などが必要であったと考える。また、教員と
学生双方に生じた機器不良に対して各教員が対応できず授
業の理解度等に不平等が生じていたと予測される。（オン
ライン授業経験1年以上前）
・学生の自学自習室利用を把握されていますでしょうか。
・医学部では対応済みにもかかわらず、感染症により自習
可能なスペースが確保されていない。
・四年生の昼食場所がアナウンスされず大変困った。ゼミ
担当教員に毎回問い合わせするのも回答が遅かったり、申
し訳なさがある。
・学生の学習のために利用可能な設備が概ね整っており、
学生生活ガイドに施設の利用について、利用時間、使用時
の留意事項等が詳細に記載されていると思います。また、
オンライン授業のための環境整備に取り組まれ、学年別に
も対応をされています。評価について、「まったく利用し
ない」学生の割合が50%以上は⑧セルフトレーニングルーム
⑨地下食堂、「満足している」「やや満足している」と回
答した割合が50%未満は②演習室・自習室③1階学生ホール
④3階オープンスペース⑧セルフトレーニングルーム⑨地下
食堂⑫クラブ部室であり、意見、要望から見直しを要する
学内施設があるように思います。
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資料4-3.2021年度 大阪医科薬科大学看護学部　課程レベル（学部レベル）のカリキュラム評価

大項目 ３．過程

中項目 委員A 委員B 委員C 委員D 委員E
学内委員

（委員Ｆ～Ｊ）
評価 解釈

① B A A A A B
Ａ…十分に整備されてい
る

PDCAがなされている

② A A A A A A Ｂ…概ね整備されている
一部実施に向けた検討がなされて
いる

③ A A A A B A
Ｃ…大幅な見直し、改善
が必要

PDCAがなされていない

資料 委員A 委員B 委員C 委員D 委員E
学内委員

（委員Ｆ～Ｊ）

・各科目評価 A B A A A A

・修得単位数 A A A A A C

・実習ポートフォリオ A A A A A A

・進級率、休学率、退学率 A A A A A A

・保健師、助産師コース希望
者数

A A A A A A

・授業改善報告書 A A A A A A

・ピアレビュー報告書 A A A A B B

・授業評価 A A A A A A

コメント

・挙がった課題に対し何を行うのかわかりにくい
・各領域による評価が将来に向けた発展方策・課題を含め
て丁寧に行われております。

・卒業要件と取得資格が明記されています。

・実習ポートフォリオは、最終学年まで持ち越しされるの
でしょうか。
・看護学教育センターと実習委員会が連携して実習ポート
フォリオを実施されています。

・休学・退学者については、学部を超えての問題です。で
きれば、大学で情報共有する機会があれば良いです。
・教授会で学籍移動の状況が報告され、教員間で共有され
ていると考えます。

・対面ではない授業のピアレビューの検討を要すると思い
ます。

・PDCAの流れがよく理解できる
・看護学部にて講義を担当していますが、これに関しては
適切に対応されていると考えます。
・新型コロナ感染症に伴うオンライン授業の導入と整備を
行い、調査およびその結果を報告し、改善に向けて取り組
まれています。ユニパを用いた授業評価により高い回収率
を維持できています。

・授業改善報告書を作成されており、改善点の推移が可視
化しやすいと考えます。

・スケジュールに沿って、保健師、助産師コースの選抜が
されています。
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資料 委員A 委員B 委員C 委員D 委員E
学内委員

（委員Ｆ～Ｊ）
コメント

・教員・学生によるカリキュ
ラム評価
・カリキュラムマップ
・カリキュラムツリー

A A A A B A

・看護学実習におけるCOVID-
19対策

A A A A A A

・GPA（全体推移・単年GPA・
個別GPA）

A A A A A A

・FD実施状況 A A A A A A

・実習連絡協議会の報告資料 A A B A B A

・また、情報が更新されれば、教えていただけますでしょ
うか。
・GPAが分析され、指導への活用、科目間の評価の平準化が
推進されています。今後、取り組みの評価を踏まえ、学修
指導や成績の平準化の促進が期待されます。

・FDの出席状況は把握されていますか。参加回数が少ない
教員に対しては、参加を促す介入はされていますか。所属
する委員会に関係なく、教員間の絶え間ない意識共有・コ
ミュニケーションが重要と考えます。これについてはいか
がでしょか。
・対応困難な学生に対する実習委員会内FDの実施：非常に
重要な項目だと思います。これに関する教員間の情報共有
はいかがでしょうか。できればその共有方法を教えていた
だけますでしょうか。
・遠隔授業、教育の質向上に向けたFDが実施されており、
活発であると考えます。

・実習連絡協議会の開催が中止となり、運営方法の検討が
期待されます。

・コロナ禍の中、可能な範囲で実習をさせていただき貴重
な経験ができて皆感謝していました。
・新型コロナウイルス感染症の影響による授業形態変更に
ついて、学生への周知は迅速にされていますでしょうか。
・実例として、このような事例はありましたでしょうか。
学生参加の評価委員会ですので、可能な範囲の回答でよい
です。
・学生受け持ち患者が濃厚接触者となった場合の学生が取
るべき行動及び不必要な行動を明らかにして欲しい。実際
に、同状況が発生し保健所に連絡を取った事を大学側に伝
えたところ「勝手なことはするな」と注意され、不快で
あった。
・厳しい状況下、実習の継続への取り組みがされていま
す。

・PDCAの流れがよく理解できる
・授業形態の変更・遠隔授業・臨床実習の制限などが関係
しているのでしょうか。教員および学生の感想を教えてい
ただけますでしょうか。
・これが教員間のピアレビューと考えて良いですか。
いた2020年度データによるポリシーの検証＞
・教員と学生のカリキュラム評価が実施され、改正案の作
成に活用されています。また、HPにディプロマポリシーと
整合したカリキュラムツリーが示されています。授業の満
足度の低下があるが、授業形態の変更の影響もあると考え
られる。授業に満足しなかった理由で「なし」が20%を超え
ているため、明確な理由が把握しにくいと思います。
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資料4-4.2021年度 大阪医科薬科大学看護学部　課程レベル（学部レベル）のカリキュラム評価

大項目 ４．成果

中項目 委員A 委員B 委員C 委員D 委員E
学内委員

（委員Ｆ～Ｊ）
評価 解釈

① A A A A A A
Ａ…十分に整備されてい
る

PDCAがなされている

② A A A A A A Ｂ…概ね整備されている
一部実施に向けた検討がなされて
いる

③ A A A A A A
Ｃ…大幅な見直し、改善
が必要

PDCAがなされていない

資料 委員A 委員B 委員C 委員D 委員E
学内委員

（委員Ｆ～Ｊ）

・各科目評価 A A A A A A

・修得単位数 A A A A A A

・卒業先評価 A A A A A A

・卒業時到達目標の自己評価 A A A A A A

・ジェネリックスキルテスト A A A A A B

・卒業生就職先アンケート調
査

A B B A A A

・看護技術経験表評価調査 A A A A B A

・資格取得：国試合格率 A A A A A A

・ポートフォリオは重要だと思います。これは最終学年ま
でもちこせますでしょうか。低学年では同様のポートフォ
リオを実施されていますでしょうか。
・ポートフォリオは双方向性になっていますでしょうか。
・看護基本技術経験チェックリストの活用が期待されま
す。

・素晴らしい成績です。是非、この成績を維持してくださ
い。
・高い合格率を維持されており、国試対策に力を入れてお
られるのがわかります。

コメント

・A項目の課題について、どういった計画の方向性があるの
かがわからない
・回収率が30%台ですので、これを上昇させる必要がありま
す。
・毎年の卒業生アンケートにより、評価結果や課題を明確
にされている。

・本テストを有効利用ができた事例があれば教えていただ
けますでしょうか。
・ジェネリックスキルテストが実施されており、効果的な
学生へのフィードバックをされていると考えます。

・卒業時看護実践能力到達度調査により学修成果を把握さ
れており、今後の教育改善への活用が期待されます。

・現行のカリキュラムの運用評価がされており、卒業要件
と取得資格が明記されています。また、指定規則改正に伴
う新カリキュラムの検討を進められています。

・各領域による評価が行われており、授業改善報告書を作
成されているため、改善点が可視化しやすいと考えます。

・全員が就職か進学をされており、就職ガイダンスなどの
効果的な学生支援が行われていると思います。
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2021年度 大阪医科薬科大学看護学部　課程レベル（学部レベル）のカリキュラム評価

大大項項目目  55．．アアドドミミッッシショョンンポポリリシシーー

中項目 委員A 委員B 委員C 委員D 委員E
学内委員

（委員Ｆ～Ｊ）
評価 解釈

① A A A A A A
Ａ…十分に整備されてい
る

PDCAがなされている

② A A A A A A Ｂ…概ね整備されている
一部実施に向けた検討が
なされている

③ A A A A A A
Ｃ…大幅な見直し、改善
が必要

PDCAがなされていない

④ A A A A A A

⑤ A A A A A A

⑥ A B A A A A

資料 委員A 委員B 委員C 委員D 委員E
学内委員

（委員Ｆ～Ｊ）

・求める人材像、大学入学ま
でに身に付けておくべき教
科・科目等
・入学者選抜基本方針
・入学試験の志願者数と志願
倍率

A A A A A A

・入学時調査（新入生の出身
校評定）

A A A A A B

・入試制度別の成績調査 A A A A A A

・ジェネリックスキルテスト A A A A A B

・入学時調査を実施されています。

・高校での未修科目に関する講義（補講）はされて
いるのでしょうか。また、その習熟度は十分でしょ
うか。入試種目別について、留年・退学などは関係
あるでしょか。卒業時での成績はどうでしょうか。
・入学試験別のGPAを把握し、評価されています。

・もし、テスト結果と有効利用できた事例があれ
ば、教えていただけますでしょうか。
・ジェネリックスキルテストが実施されており、早
期に学生の傾向を把握されています。

コメント

・求める人材について具体的に記載されているが、
C項目の設定が課題ではないか
・適切に入学試験が施行されていると考えます。
・オープンキャンパスは入学前の重要な大学との接
触する機会ですので、是非とも続けてください
・HPや履修の手引きにアドミッションポリシーや試
験結果を明示されており、入学者受入の方針に沿っ
た人材確保に努められていると思います。
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資料4-6.2021年度 大阪医科薬科大学看護学部　課程レベル（学部レベル）のカリキュラム評価

大項目 ６．改善

中項目 委員A 委員B 委員C 委員D 委員E
学内委員

（委員Ｆ～Ｊ）
評価 解釈

① A A B A A A
Ａ…十分に整備されてい
る

PDCAがなされている

② A B B A A A Ｂ…概ね整備されている
一部実施に向けた検討がなされて
いる

Ｃ…大幅な見直し、改善
が必要

PDCAがなされていない

資料 委員A 委員B 委員C 委員D 委員E
学内委員

（委員Ｆ～Ｊ）

・学科会議議事録 A B A A A A

・3センター（看護実践研
究センター、看護学教育セ
ンター、学生生活支援セン
ター）活動報告

A B A A A A

・卒業生就職先アンケート調
査

A A A A A A

・学生からの要望に対する対
応　学生・教員懇談会　意見
箱の運用

A A B B A A

・各学年において、各学年学生と懇談する機会を設けてい
ますか。
・要望の聴取が遅い事がある。謝恩会会場からの問い合わ
せ後に実施の要望を聴取していた。対応が遅くとても残念
に感じた。
・懇親会が実施できない状況でしたので、今後に向けた取
組の検討が必要であると思います。

コメント

・詳細内容が不明
・3センターの活動が発展的で活発なことが年報よりうかが
えます。

・会議の何が計画Pなのか不明
・12回開催されることが評価Cなのか
・Pが不明確のため、DCAが不明確
・学科会議が定期的に開催されています。

・同アンケートから多職種との連携・協働についての能力
の習得不足が次に課題とあり、今後の取り組みが期待され
る
・医学部では卒業生の動向をフォローしています。看護学
部ではどのような方策をされていますか。参考までの質問
ですが、同門会との連携はありますか？
・卒業生アンケートが毎年、継続的に実施され、評価結果
から課題を明確にされています。
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